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本社：東京都新宿区西新宿 1-25-1
新宿センタービル50階

0120 ー 308 ー 512
本 社 営 業 部 東京都新宿区西新宿 1-25-1-46F
札 幌 営 業 所 北海道札幌市中央区南一条西10-4
仙 台 営 業 所 宮城県仙台市青葉区二日町 13-22
郡 山 営 業 所 福 島 県 郡 山 市 駅 前 2-10-15
宇都宮営業所 栃木県宇都宮市大通り 2-4-3
高 崎 営 業 所 群馬県高崎市八島町 68-17
水 戸 営 業 所 茨 城 県 水 戸 市 城 南 3-12-6
つ く ば 営 業 所 茨 城 県 つ く ば 市 竹 園 1-6-1
熊 谷 営 業 所 埼 玉 県 熊 谷 市 筑 波 2-15
さいたま営業所 埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-9-4
柏 営 業 所 千 葉 県 柏 市 柏 4 -8 - 14
千 葉 営 業 所 千葉県千葉市中央区新田町 1-1
横 浜 営 業 所 神奈川県横浜市港北区新横浜 3-19-11
相模原営業所 神奈川県相模原市中央区鹿沼台2-17-18
藤 沢 営 業 所 神 奈 川 県 藤 沢 市 藤 沢 484-1
甲 府 営 業 所 山梨県甲府市下石田 2-16-22
沼 津 営 業 所 静 岡 県 沼 津 市 大 手 町 3-3-8
静 岡 営 業 所 静岡県静岡市葵区黒金町１１- ７
浜 松 営 業 所 静岡県浜松市東区西塚町325-1
名古屋営業所 愛知県名古屋市東区葵3-15-31
京 都 営 業 所 京都府京都市中京区烏丸通御池下ル虎屋町566-1
大 阪 営 業 所 大阪府大阪市北区西天満4-14-3
堺 営 業 所 大 阪 府 堺 市 堺 区 南 花 田 口 町 2-3-20 
神 戸 営 業 所 兵庫県神戸市中央区磯上通 8-3-5
広 島 営 業 所 広島県広島市中区銀山町４- １７
岡 山 営 業 所 岡山県岡山市北区下石井 2-1-18
北九州営業所 福岡県北九州市小倉北区浅野 2-14-1
福 岡 営 業 所 福岡県福岡市博多区博多駅前1-2-5
熊 本 営 業 所 熊 本 県 熊 本 市 九 品 寺 2-1-24
鹿児島営業所 鹿児島県鹿児島市西千石町1-32
沖 縄 営 業 所 沖 縄 県 沖 縄 市 上 地 1-1-1
テクノ・サテライト・オフィス 沖 縄 県 沖 縄 市 上 地 1-1-1

企画 /編集：ダイアローグ　校正：ディクション
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》

　日
本
テ
ク
ノ
グ
ル
ー
プ
に

上
場
企
業
が
参
画

省
エ
ネ
に
リ
バ
ウ
ン
ド
!?

エ
コ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
導
入
事
例
・
エ
コ
宅
探
訪

シ
リ
ー
ズ 

日
本
の
環
境
教
育

Spring 2011

そ
れ
だ
け
に
温
暖
化
対
策
で

も
、
地
方
か
ら
国
を
動
か
す

き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

　

す
で
に
計
画
書
制
度
の
運

用
を
始
め
て
い
る
都
は
２
０

１
０
年
４
月
、
大
規
模
事
業

所
に
対
し
て
、
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
量
を
６
〜

８
％
削
減
す
る
義
務
づ
け
を

行
っ
た
。
大
規
模
事
業
所
が

義
務
を
履
行
す
る
手
段
に
は

２
つ
の
方
法
が
あ
り
、
１
つ

は
自
ら
省
エ
ネ
活
動
を
行
う

こ
と
、
も
う
１
つ
は
削
減
量

に
満
た
な
い
分
を
排
出
量
取

引
で
賄
う
こ
と
。
義
務
量
を

５
都
府
県
が
、
開
催
を
呼
び

掛
け
た
。

　

都
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
全

国
30
以
上
の
自
治
体
で
計
画

書
制
度
が
導
入
さ
れ
て
お

り
、
温
暖
化
対
策
に
お
け
る

自
治
体
の
役
割
は
重
要
度
を

増
し
て
い
る
。
都
で
は
過
去

に
「
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
Ｎ
Ｏ
作

戦
」
を
実
施
し
、
大
気
汚
染

に
関
す
る
国
の
規
制
強
化
に

つ
な
が
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

　

２
０
１
１
年
２
月
、
東
京

都
内
で
都
道
府
県
や
政
令
指

定
都
市
の
担
当
者
が
集
結
す

る
「
地
球
温
暖
化
対
策
全
国

自
治
体
会
議
」が
開
か
れ
た
。

地
球
温
暖
化
対
策
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
自
治
体
間
で
共
有
し
、

連
携
を
図
る
こ
と
が
目
的
の

会
議
。
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
や
削
減
計
画
の
提
出
を

義
務
づ
け
る
計
画
書
制
度
を

導
入
し
て
い
る
東
京
都
な
ど

上
回
る
削
減
（
超
過
削
減
）

が
で
き
た
事
業
所
は
一
定
量

を
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
売
却

で
き
る
。
い
わ
ゆ
る
キ
ャ
ッ

▼
キ
ャ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ト

レ
ー
ド
制
度

　

東
京
都
な
ど
が
採
用
し
た

排
出
量
取
引
の
制
度
。
自
治

体
な
ど
制
度
を
定
め
る
主
体

が
、
各
企
業
に
対
す
る
排
出

削
減
量
（
キ
ャ
ッ
プ
）
を
決

め
、
そ
の
規
定
量
以
上
の
削

減
が
で
き
た
企
業
は
余
っ
た

分
を
売
る
（
ト
レ
ー
ド
）
こ

と
が
で
き
る
制
度
。
規
定
の

削
減
量
に
満
た
な
い
企
業
は

不
足
量
を
購
入
す
る
こ
と
で

義
務
を
果
た
せ
る
。
こ
の
制

度
と
は
別
に
、
最
初
に
規
定

量
を
決
め
ず
、
削
減
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
ご
と
の
削
減
量
を
取

引
す
る
制
度
も
あ
る
。

プ
・
ア
ン
ド
・
ト
レ
ー
ド
と

呼
ば
れ
る
制
度
だ
。

　

こ
の
４
月
か
ら
は
、
シ
ス

テ
ム
を
管
理
す
る
削
減
量
口

座
簿
が
稼
働
し
、
実
際
の
排

出
量
取
引
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
取
引
さ
れ
る
ク
レ
ジ
ッ

ト
に
は
、
削
減
義
務
が
あ
る

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
が
可
能

に
な
る
。

　

今
後
、
自
治
体
間
の
連
携

が
広
範
囲
に
広
が
り
、
都
道

府
県
境
を
越
え
た
取
引
が
都

と
埼
玉
県
の
よ
う
に
で
き
れ

ば
、
自
治
体
か
ら
の
温
暖
化

対
策
は
勢
い
を
増
し
て
い
く

だ
ろ
う
。
地
方
の
声
は
ど
こ

ま
で
影
響
を
持
つ
の
か
、
そ

の
力
が
試
さ
れ
て
い
る
。

大
規
模
事
業
所
の
超
過
削
減

量
の
ほ
か
、
削
減
義
務
の
な

い
中
小
企
業
な
ど
か
ら
の
削

減
量
（
登
録
検
証
機
関
の
検

証
な
ど
が
必
要
）、
グ
リ
ー

ン
電
力
証
書
な
ど
が
利
用
で

き
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
と
同
様
の

制
度
が
、
都
と
協
定
を
結
ん

で
い
る
埼
玉
県
で
も
ス
タ
ー

ト
。
両
都
県
に
お
け
る
相
互

排
出
量
取
引
、自
治
体
か
ら

東
京
都
、埼
玉
県 
取
引
制
度
を
本
格
始
動

東京都 削減義務率設定の考え方

カ
ン
ク
ン
合
意
採
択
で
閉
幕

２
０
１
３
年
以
降
の
枠
組
み
づ
く
り
は
先
送
り

COP16

　

地
球
温
暖
化
問
題
を
話
し

合
う
気
候
変
動
枠
組
条
約
第

16
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

16
）
が
２
０
１
０
年
11
月
29

日
〜
12
月
10
日
、
メ
キ
シ
コ

の
カ
ン
ク
ン
で
開
催
さ
れ

た
。
同
時
に
京
都
議
定
書
第

６
回
締
約
国
会
合
（
Ｃ
Ｍ
Ｐ

６
）
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

主
な
議
題
は
、
京
都
議
定

書
に
続
く
次
の
国
際
的
ル
ー

ル
。
い
わ
ゆ
る
ポ
ス
ト
京
都

議
定
書
に
つ
い
て
。
京
都
議

定
書
で
は
日
本
な
ど
の
先
進

国
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

義
務
を
定
め
て
い
る
が
、
約

束
期
間
は
２
０
１
２
年
末
ま

で
。
２
０
１
３
年
以
降
の
枠

組
み
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な

い
。
京
都
議
定
書
の
ル
ー
ル

を
延
長
す
る
の
か
、
新
た
な

ル
ー
ル
を
つ
く
っ
て
い
く
の

か
、
各
国
の
思
惑
が
対
立
し

て
い
る
状
況
だ
。
日
本
は
、

先
進
国
の
み
に
削
減
義
務
が

あ
り
ア
メ
リ
カ
も
不
参
加
の

現
在
の
ル
ー
ル
は
、
延
長
す

べ
き
で
は
な
い
と
い
う
立

場
。
途
上
国
な
ど
は
反
対
に

京
都
議
定
書
の
延
長
を
求
め

て
い
る
。

　

今
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
16
で
は
、

ポ
ス
ト
京
都
議
定
書
の
結
論

は
先
送
り
に
し
、
２
０
１
３

年
以
降
、
次
の
枠
組
み
が
定

め
ら
れ
る
ま
で
に
空
白
期
間

が
で
き
な
い
よ
う
、
可
能
な

限
り
早
期
に
結
論
を
出
す
こ

と
で
合
意
。
と
り
あ
え
ず
新

た
な
ル
ー
ル
に
つ
な
が
る
原

案
文
書
と
、
京
都
議
定
書
の

延
長
案
文
書
を
採
択
し
、
議

論
を
重
ね
る
こ
と
に
な
っ

た
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
16
は
、
そ
の
ほ

か
の
合
意
事
項
を
含
め
た

「
カ
ン
ク
ン
合
意
」
を
採
択

し
て
閉
幕
し
た
。
次
の
Ｃ
Ｏ

Ｐ
17
は
今
年
末
に
南
ア
フ
リ

カ
で
開
催
さ
れ
る
。

「
都
市
と
気
候
変
動 
喫
緊
の
課
題
」レ
ポ
ー
ト

世
界
50
都
市
中
、東
京
の
排
出
率
４
位

世界銀行

　

２
０
０
９
年
の
オ
バ
マ
大

統
領
の
就
任
時
は
、
１
９
３

０
年
代
の
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
の
状

況
に
酷
似
し
て
い
る
と
よ
く

指
摘
さ
れ
る
。

　

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
の

就
任
時
は
世
界
経
済
が
大
恐

慌
の
最
中
に
あ
っ
た
。
そ
こ

で
彼
は
、
こ
の
危
機
は
前
政

権
の
責
任
で
あ
り
、
打
開
の

た
め
に
は
政
治
改
革
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
主
張
。
ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
は
、
い
わ
ゆ
る
最

初
の
１
０
０
日
間
に
、
ア
メ

リ
カ
経
済
の
崩
壊
を
引
き
起

こ
し
た
自
由
貿
易
お
よ
び
富

裕
層
保
護
を
改
革
す
る
措
置

を
次
々
に
打
ち
出
し
た
。
農

業
活
性
化
と
河
川
開
発
を
中

軸
と
す
る
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

政
策
を
掲
げ
、繁
栄
の
回
復
、

長
期
に
わ
た
る
経
済
成
長
、

そ
し
て
貧
困
層
と
中
流
階
級

へ
の
富
の
再
分
配
を
も
た
ら

し
た
。

　

オ
バ
マ
新
大
統
領
は
、
80

年
前
の
先
例
を
な
ぞ
る
か
の

よ
う
に
、
産
業
創
生
、
雇
用

創
出
、
環
境
保
全
を
目
指
し

た
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
政
策
を
打
ち
出
し
た
。

　

中
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

プ
ラ
ン
「New Energy For 

America

」
で
は
、
政
策
実

現
の
基
幹
技
術
と
し
て
ス
マ

ー
ト
グ
リ
ッ
ド
を
取
り
上

げ
、
そ
の
構
築
に
力
を
入
れ

る
姿
勢
が
示
さ
れ
た
。
ス
マ

ー
ト
グ
リ
ッ
ド
を
構
築
す
る

こ
と
で
、
老
朽
化
し
た
電
力

イ
ン
フ
ラ
の
復
活
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
導

入
、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
車
の
普
及
（
２
０
１
５

年
に
１
０
０
万
台
）
を
目
指

す
政
策
だ
。

　

さ
ら
に
そ
の
後
、
２
０
０

９
年
２
月
発
表
の
経
済
対
策

法
「American Recovery 

and Reinvestment Act

」

で
も
、
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

関
連
予
算
と
し
て
45
億
ド
ル

（
約
４
０
０
０
億
円
）
を
計

上
し
、
注
目
を
集
め
た
。

　

だ
が
、
そ
れ
か
ら
２
年
を

経
過
し
た
現
在
、
ス
マ
ー
ト

グ
リ
ッ
ド
対
応
の
電
力
メ
ー

タ
ー
設
置
に
よ
り
電
気
代
が

上
が
っ
た
と
の
苦
情
、
情
報

提
供
に
よ
る
需
要
家
応
答
で

電
力
の
売
上
（
利
益
）
が
減

少
す
る
懸
念
、
高
額
な
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
へ
の

投
資
の
採
算
が
と
れ
る
か
と

い
っ
た
こ
と
な
ど
が
議
論
さ

れ
始
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
社
会
シ
ス
テ
ム
実
証
試

験
を
複
数
行
っ
て
い
る
日

本
、
欧
州
、
ア
ジ
ア
諸
国
と

比
べ
、
ア
メ
リ
カ
で
は
こ
れ

と
い
っ
た
大
掛
か
り
な
実
証

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
見
当
た
ら

な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
社
会
・
経
済

政
策
を
変
え
る
こ
と
が
、
２

０
０
９
年
に
政
権
に
就
い
た

オ
バ
マ
大
統
領
の
使
命
で
あ

り
、
こ
れ
は
当
時
、
熱
狂
的

な
支
持
を
得
た
も
の
だ
。
だ

が
、
今
回
、
民
主
党
は
中
間

選
挙
で
大
敗
北
を
喫
し
た
。

　

オ
バ
マ
人
気
の
低
迷
と
と

も
に
、
政
治
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

も
あ
っ
た
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ

ド
が
忘
れ
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
当
初
の
目
標
で
あ
っ
た

産
業
創
生
、
雇
用
創
出
、
環

境
保
全
の
達
成
に
つ
な
が
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

▼
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
・
ア
ン

ド
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

　

単
に
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
ク

レ
ジ
ッ
ト
と
も
い
う
。
キ

ャ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ト
レ

ー
ド
と
同
様
の
排
出
量
取

引
の
一
つ
。
キ
ャ
ッ
プ
・

ア
ン
ド
・
ト
レ
ー
ド
が
最

初
に
削
減
目
標
を
定
め
、

目
標
値
に
対
す
る
増
減
幅

で
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
設
定
さ

れ
る
の
に
対
し
、
ベ
ー
ス

ラ
イ
ン
・
ア
ン
ド
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
方
式
で
は
、
排
出

削
減
事
業
の
成
果
に
よ
っ

て
取
引
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
が

設
定
さ
れ
る
。
削
減
事
業
を

実
施
し
な
か
っ
た
場
合
と
実

施
し
た
場
合
の
排
出
量
の
差

が
取
引
の
対
象
と
な
る
。

▼
世
界
気
象
機
関

　

略
称
は
Ｗ
Ｍ
Ｏ
。
世
界
各

国
の
気
象
業
務
の
連
携
や
効

率
的
な
気
象
情
報
の
交
換
業

務
な
ど
を
目
的
に
設
立
さ
れ

た
国
連
専
門
機
関
。
前
身
は

非
政
府
間
組
織
で
あ
っ
た
国

際
気
象
機
関
（
Ｉ
Ｍ
Ｏ
）。

１
９
５
０
年
に
Ｗ
Ｍ
Ｏ
条
約

が
採
択
さ
れ
、
政
府
間
組
織

の
Ｗ
Ｍ
Ｏ
が
設
立
さ
れ
た
。

続
く
翌
年
末
に
開
か
れ
た
国

連
総
会
で
承
認
さ
れ
国
連
の

専
門
機
関
と
な
る
。
世
界
気

象
監
視
計
画
、
世
界
気
候
計

画
、
大
気
研
究
・
環
境
計
画

な
ど
を
設
定
し
、
世
界
的

な
気
象
業
務
発
展
の
た
め

の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

▼
世
界
銀
行

　

信
用
力
の
あ
る
貧
困
国

に
融
資
な
ど
を
行
う
国
際

復
興
開
発
銀
行
（
Ｉ
Ｂ
Ｒ

Ｄ
）
と
途
上
国
で
も
特
に

貧
し
い
国
を
支
援
す
る

国
際
開
発
協
会
（
Ｉ
Ｄ

Ａ
）
の
２
つ
の
機
関
を
さ

し
て
一
般
に
世
界
銀
行
と

呼
ぶ
。
１
９
４
５
年
設
立

の
Ｉ
Ｂ
Ｒ
Ｄ
は
当
初
、
戦

後
の
世
界
経
済
安
定
を
目

的
に
し
た
が
、
最
近
は
途

上
国
支
援
な
ど
が
主
な
目

的
。
Ｉ
Ｄ
Ａ
は
そ
の
姉
妹

機
関
と
し
て
１
９
６
０
年

に
設
立
さ
れ
た
。

2011年冬季号 クロスワードパズルの答え
　

前
号
の
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の

答
え
は
左
の
通
り

で
す
。
グ
レ
ー
の

二
重
囲
み
マ
ス
に

あ
る
５
つ
の
文
字

を
組
み
合
わ
せ
た
「
オ
ゾ

ン
ソ
ウ
」が
正
解
で
し
た
。

　

今
回
も
８
面
に
楽
し
い

パ
ズ
ル
を
用
意
し
ま
し
た

の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

答えは「オゾンソウ」
（オゾン層）でした。

多数のご応募ありがとうございました。

　

か
つ
て
栄

華
を
誇
っ
て

い
た
だ
ろ
う

中
米
の
マ
ヤ

や
巨
大
遺
跡

で
有
名
な
イ
ー
ス
タ
ー
島
な

ど
隆
盛
を
極
め
て
い
た
文
明

が
な
ぜ
崩
壊
し
て
い
っ
た
の

か
。
多
数
の
文
明
崩
壊
の
事

例
を
追
い
な
が
ら
、
詳
細
な

分
析
を
加
え
考
察
し
て
い
く

書
籍
が
あ
る
。
ピ
ュ
リ
ッ
ツ

ァ
ー
賞
も
受
賞
し
て
い
る
ア

メ
リ
カ
の
ジ
ャ
レ
ド
・
ダ
イ

ア
モ
ン
ド
著
『
文
明
崩
壊
』

（
草
思
社
）。
繁
栄
し
た
文
明

が
環
境
負
荷
を
増
大
さ
せ
、

そ
れ
が
崩
壊
に
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

▼
文
明
が
崩
壊
に
至
る
５
つ

の
要
因
（
環
境
被
害
、
気
候

変
動
、
近
隣
の
敵
対
集
団
、

友
好
的
な
取
引
相
手
、
環
境

問
題
へ
の
社
会
の
対
応
）
を

あ
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
明
の

栄
枯
盛
衰
の
経
緯
を
紹
介
す

る
同
書
。
こ
こ
で
は
崩
壊
に

至
っ
た
文
明
の
例
だ
け
で
な

く
、
そ
の
危
機
を
未
然
に
防

い
だ
、
い
わ
ば
環
境
対
策
の

成
功
例
も
示
す
。

▼
江
戸
時
代
の
日
本
が
、
そ

の
成
功
例
の
一
つ
に
あ
げ
ら

れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
徳

川
幕
府
が
実
施
し
た
植
林
な

ど
に
よ
る
森
林
保
護
政
策
が

奏
功
し
、
持
続
的
な
発
展
に

つ
な
が
っ
た
と
い
う
。
対
策

の
実
施
以
前
に
行
わ
れ
て
い

た
森
林
伐
採
が
進
め
ば
、
急

速
な
土
壌
の
浸
食
、
農
作
物

生
産
量
の
減
少
な
ど
、
日
本

も
マ
ヤ
や
イ
ー
ス
タ
ー
島
な

ど
と
同
様
の
道
を
た
ど
っ
て

い
た
か
も
し
れ
な
い
。
私
た

ち
は
、
江
戸
時
代
の
施
政
者

が
残
し
て
い
っ
た
緑
の
島
に

生
活
し
て
い
る
。

環境・電気
ニュースサイト

本紙紙面と連動
役に立つ

エコ情報が満載

環境市場新聞
econews.jp
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２
０
１
０
年
11
月
、
世
界

気
象
機
関
（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）
は
２

０
０
９
年
12
月
ま
で
の
温
室

効
果
ガ
ス
観
測
デ
ー
タ
の
解

析
結
果
を
ま
と
め
、
温
室
効

果
ガ
ス
年
報
第
６
号
と
し
て

発
表
し
た
。
こ
の
年
報
に
よ

る
と
、
大
気
中
の
主
要
な
温

室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）、
メ
タ
ン
、

一
酸
化
二
窒
素
の
２
０
０
９

年
に
お
け
る
世
界
平
均
濃
度

は
、
い
ず
れ
も
過
去
最
高
を

記
録
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
濃

度
は
、
Ｃ
Ｏ
２

が
３
８
６
・

８ｐ
ｐ
ｍ
、
メ
タ
ン
が
１
８

０
３ｐ
ｐ
ｂ
、
一
酸
化
二
窒

素
は
３
２
２
・
５ｐ
ｐ
ｂ
。

こ
れ
ら
の
濃
度
は
１
７
５
０

年
の
工
業
化
以
前
の
値
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
38
％
、
１
５

８
％
、
19
％
高
い
。
同
様
に

そ
れ
ぞ
れ
の
２
０
０
８
年
か

ら
の
増
加
量
は
１
・
６ｐ
ｐ

ｍ
、
５ｐ
ｐ
ｂ
、
０
・
６ｐ

ｐ
ｂ
だ
っ
た
。
こ
の
増
加
量

は
Ｃ
Ｏ
２

と
一
酸
化
二
窒
素

に
つ
い
て
は
近
年
の
傾
向
と

同
じ
よ
う
な
推
移
を
見
せ
て

お
り
、
２
０
０
９
年
は
前
年

よ
り
も
若
干
だ
が
増
加
量
が

少
な
か
っ
た
。
た
だ
メ
タ
ン

に
つ
い
て
は
10
年
ほ
ど
増
加

し
て
い
な
い
期
間
が
続
き
、

２
０
０
７
年
以
降
３
年
連
続

で
高
い
伸
び
率
を
示
し
て
い

は
な
い
か
と
の
可
能
性
を
示

唆
し
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
Ｗ
Ｍ
Ｏ
の
調

査
に
は
日
本
の
気
象
庁
も
協

力
し
て
お
り
、
世
界
中
で
観

測
さ
れ
た
温
室
効
果
ガ
ス
の

デ
ー
タ
を
収
集
・
解
析
す
る

温
室
効
果
ガ
ス
世
界
資
料
セ

ン
タ
ー
は
同
庁
が
運
営
し
て

い
る
。
ま
た
今
回
の
年
報
は

気
候
変
動
枠
組
条
約
第
16
回

締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
16
）

で
配
布
さ
れ
た
。

る
。
Ｗ
Ｍ
Ｏ
で
は
メ
タ
ン
が

増
加
し
て
い
る
原
因
に
つ
い

て
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
と

し
な
が
ら
も
、
北
半
球
高
緯

度
地
域
や
熱
帯
で
自
然
の
過

程
に
お
い
て
発
生
し
た
の
で

　

２
０
１
０
年
12
月
、
世
界

銀
行
は
「
都
市
と
気
候
変
動 

喫
緊
の
課
題
」
と
題
す
る
レ

ポ
ー
ト
を
発
表
し
た
。
こ
の

報
告
書
の
中
で
世
界
主
要
50

都
市
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
な
ど
を
ま
と
め
公
表
し
て

い
る
。

　

単
純
な
排
出
量
で
は
ア
メ

リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
最

多
で
、
２
番
目
は
東
京
。
こ

れ
を
報
告
書
で
は
、
経
済
規

模
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
あ
た
り
の

排
出
量
（ktCO2e/US$bn

）

で
算
出
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

最
も
排
出
率
が
低
く
効
率
的

な
省
エ
ネ
都
市
は
香
港
（
中

国
）
だ
っ
た
。
２
位
は
パ
リ

（
フ
ラ
ン
ス
）、
３
位
は
サ
ン

パ
ウ
ロ
（
ブ
ラ
ジ
ル
）
と
続

き
、
東
京
は
４
位
に
ラ
ン
キ

ン
グ
さ
れ
た
。
絶
対
量
が
最

多
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
11
位

だ
っ
た
。
ち
な
み
に
大
阪
・

神
戸
は
50
都
市
中
36
位
。

　

そ
れ
と
は
逆
に
経
済
規
模

あ
た
り
の
排
出
量
が
多
い
の

は
１
位
が
天
津
、
２
位
が
北

京
、
３
位
が
上
海
と
上
位
３

位
を
い
ず
れ
も
中
国
が
占
め

た
。
４
位
は
サ
ン
ク
ト
ペ
テ

ル
ブ
ル
ク
、
５
位
は
モ
ス
ク

ワ
で
い
ず
れ
も
ロ
シ
ア
だ
っ

た
。
報
告
書
の
示
し
た
経
済

規
模
あ
た
り
の
排
出
量
が
、

東
京
で
は
１
４
６
だ
っ
た
の

に
対
し
、
最
多
の
天
津
で
は

２
３
１
６
、
モ
ス
ク
ワ
で
は

９
２
２
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

の
低
さ
が
う
か
が
え
る
結
果

と
な
っ
た
。

　

現
在
で
は
世
界
人
口
の
半

数
以
上
が
都
市
部
に
住
ん
で

お
り
、
今
後
も
増
加
す
る
傾

向
に
あ
る
。
報
告
書
で
は
、

世
界
の
温
暖
化
被
害
の
対
策

に
要
す
る
費
用
の
８
割
が
都

市
向
け
で
あ
る
と
し
、
温
室

効
果
ガ
ス
を
排
出
す
る
の
も

都
市
で
、
そ
の
被
害
を
受
け

る
の
も
都
市
で
あ
る
と
指

摘
。
都
市
部
で
の
対
策
の
重

要
性
を
訴
え
て
い
る
。

２００９年 WMO解析結果

温室効果ガス濃度過去最高

主
要
３
ガ
ス
い
ず
れ
も
最
高
濃
度

GDPあたりの排出量が少ない都市
順位 都市（国） 排出量 /GDP

 １ 香港（中国） 102

 2 パリ（フランス） 112

 3 サンパウロ（ブラジル） 116

 ４ 東京（日本） １４６

 ５ マニラ（フィリピン） 147

 ６ ホーチミン（ベトナム） 158

 ７ ダッカ（バングラデシュ） 159

 8 ロンドン（イギリス） 162

 ９ コルカタ（インド） 171

 10 メキシコ市（メキシコ） 173

 11 ニューヨーク（アメリカ） 173

 12 リオデジャネイロ（ブラジル） 173

早稲田大学 理工学術院

教授  横山隆一

　

２
０
１
３
年
度
の
導
入
を
目
指
し
て
い
た
政
府
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
取
引
制
度
は
、
２
０
１
０
年
末
の
閣
僚
委

員
会
で
事
実
上
の
先
送
り
が
決
ま
っ
た
。
産
業
界
か
ら
の
反
発
に
配
慮
し
た
格
好
だ
。
そ
ん
な
政
府
の
姿
勢
と
は
裏
腹

に
、
東
京
都
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
自
治
体
で
は
、
排
出
量
取
引
を
認
め
る
な
ど
の
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
書
制
度
の

条
例
化
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
４
月
か
ら
東
京
都
と
埼
玉
県
は
、
排
出
量
取
引
制
度
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

第１計画期間
（2010-2014年度）

第２計画期間
（2015-2019年度）

「2020年に2000年比25％削減」を達成す
るのに必要な業務産業部門の削減率は17%。

出所：東京都発表資料

５年平均6％削減

５年平均約17％削減
（見通し）

基
準
年
度

カンクン合意の主な内容

産業革命からの気温の上昇を２℃未
満に抑える。
京都議定書の第一約束期間が終わ
る２０１２年と次の国際的ルールが
適用されるまでの間に空白期間が
できないよう、可能な限り早期に枠
組みを決める。
途上国の温室効果ガス排出削減活
動を支援するための「グリーン気候
基金」を設立する。
地球温暖化による被害対策の枠組
みを新たに設ける。
次回、南アフリカで開催されるＣＯ
Ｐ１７で２０５０年までの世界全体の
削減目標を検討する。

Techno's Thinking

オ
バマ
大
統
領
の
掲
げ
た

グ
リ
ー
ン
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策

そ
の
行
方
は
│
│

環境政策最前線
識者COLUMN

https://www.n-techno.co.jp/
http://econews.jp/newspaper/frontline/
http://econews.jp/
http://www.eco-tatsujin.jp/
http://www.812499.jp/
https://www.nichidenkyo.jp/lp/index3.html
http://www.n-techno.co.jp/service/customer-support/index.html
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省
エ
ネ
活
動
は
、
無
駄
な
ぜ
い

肉
を
落
と
し
適
切
な
体
重
に
近
づ

け
よ
う
と
す
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
取

り
組
み
に
似
て
い
る
。
無
駄
を
省

く
と
い
う
点
が
共
通
す
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、
省
エ
ネ
も
ダ
イ
エ
ッ
ト

も
、
継
続
し
た
取
り
組
み
が
必
要

と
い
う
点
も
同
じ
だ
。
さ
ら
に
、

活
動
を
中
断
し
て
し
ま
う
と
、
ダ

イ
エ
ッ
ト
前
の
体
重
に
戻
る
か
、

も
し
く
は
以
前
よ
り
も
増
え
て
し

ま
う
と
い
う
い
わ
ゆ
る
「
リ
バ
ウ

ン
ド
」
の
状
況
に
陥
る
点
で
も
両

者
は
同
様
の
傾
向
を
示
す
。

　

人
の
意
識
に
訴
え
か
け
小
ま
め

に
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
と
い
っ
た
運

用
改
善
の
省
エ
ネ
活
動
に
は
、
リ

バ
ウ
ン
ド
の
懸
念
が
常
に
つ
き
ま

と
う
。
実
例
を
示
そ
う
。
小
社
が

環
境
省
の
「
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
リ
ア
ル
タ
イ
ム
『
見
え
る
化
』

モ
デ
ル
事
業
」
で
検
証
し
た
数
値

だ
。
省
エ
ネ
活
動
を
開
始
し
て
か

ら
２
カ
月
間
で
電
力
使
用
量
を
前

年
比
２
・
24
％
削
減
で
き
た
事
業

所
が
、
そ
の
後
の
約
１
・
５
カ
月

で
は
同
１
・
38
％
の
増
加
に
転
じ

て
し
ま
っ
た
。
実
は
こ
の
よ
う
な

傾
向
は
、
他
の
多
く
の
「
Ｓ
Ｍ
Ａ

Ｒ
Ｔ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
」（
ス
マ
ー
ト

メ
ー
タ
ー
）
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
（
以
下
、

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
）
ユ
ー
ザ
ー
に
も
見
ら

れ
る
も
の
だ
っ
た
。

　

リ
バ
ウ
ン
ド
を
避
け
る
に
は
何

が
必
要
か
。
小
社
で
は
そ
の
答
え

を
第
三
者
の
目
や
ア
フ
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
で
あ
る
と
考
え
た
。
活
動
を

報
告
し
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
与

え
て
く
れ
る
相
手
の
存
在
が
、
継

続
的
な
取
り
組
み
に
は
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
だ
。

　

企
業
に
お
け
る
省
エ
ネ
活
動
で

は
、明
確
な
リ
ー
ダ
ー
を
任
命
し
、

そ
の
リ
ー
ダ
ー
が
活
動
内
容
を
社

内
に
広
く
報
告
す
る
よ
う
な
仕
組

み
を
つ
く
れ
ば
、「
第
三
者
の
目
」

に
相
当
す
る
機
能
が
構
築
で
き
る

だ
ろ
う
。

　

実
際
に
、
継
続
し
た
成
果
を
出

し
て
い
る
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
ユ
ー
ザ
ー
の

多
く
は
、
経
営
層
へ
の
報
告
を
実

施
す
る
中
間
管
理
職
の
リ
ー
ダ
ー

が
い
て
、
そ
の
下
に
現
場
を
動
か

す
エ
コ
リ
ー
ダ
ー
が
複
数
名
（
各

部
署
１
〜
数
名
）
い
る
よ
う
な
組

織
体
制
を
と
っ
て
い
る
。た
だ
し
、

現
場
の
エ
コ
リ
ー
ダ
ー
の
指
示
や

依
頼
が
徹
底
さ
れ
る
に
は
、
企
業

全
体
と
し
て
、
省
エ
ネ
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
前
提
に
な

る
。「
省
エ
ネ
活
動
を
継
続
す
る
」

と
い
う
強
い
意
志
が
、
経
営
層
や

幹
部
か
ら
発
信
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
必
要
だ
。
企
業
の
ト
ッ
プ
が
率

先
し
て
報
告
を
聞
き
、
そ
れ
を
評

価
す
る
の
が
望
ま
し
い
。

　

そ
し
て
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
提
供
す
る

小
社
か
ら
も
リ
バ
ウ
ン
ド
回
避
に

益
す
る
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
を
実

施
し
て
い
る
。
半
年
に
１
回
を
最

低
限
の
ペ
ー
ス
に
し
て
、
営
業
ス

タ
ッ
フ
も
し
く
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
か
ら
省
エ
ネ
活
動
の
実
施
状
況

を
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
ユ
ー
ザ
ー
に
確
認
す

る
。
そ
の
際
は
、
電
力
使
用
状
況

の
通
信
簿
と
も
い
え
る
分
析
資
料

を
も
と
に
説
明
を
加
え
る
。
こ
れ

は
「
私
た
ち
も
見
て
い
ま
す
。
一

緒
に
省
エ
ネ
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
」と
い
う
呼
び
掛
け
だ
。

　

実
は
、
前
述
の
環
境
省
の
モ
デ

ル
事
業
は
、
こ
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
検
証

で
も
あ
っ
た
。
先
の
例
で
は
、
省

エ
ネ
の
活
動
開
始
後
２
カ
月
間
と

そ
の
後
の
数
値
を
紹
介
し
た
が
、

同
じ
２
カ
月
を
過
ぎ
た
時
点
で
別

の
事
業
所
に
は
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ

ー
を
実
施
し
て
数
値
を
記
録
し

た
。
結
果
は
、
当
初
の
２
カ
月
間

が
７
・
14
％
の
削
減
で
、
ア
フ
タ

ー
フ
ォ
ロ
ー
を
経
た
そ
の
後
の
約

１
・
５
カ
月
が
８
・
38
％
減
。
ア

フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
な
し
の
事
業
所

は
、
削
減
で
は
な
く
増
加
に
転
じ

る
リ
バ
ウ
ン
ド
だ
っ
た
が
、
こ
の

事
業
所
で
は
削
減
量
は
確
実
に
伸

び
て
い
た
。
正
反
対
の
結
果
だ
。

　

誰
か
の
目
を
意
識
す
る
よ
う
に

な
る
と
、
励
み
が
生
ま
れ
、
取
り

組
み
は
継
続
さ
れ
て
い
く
。

　

春
に
な
り
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
目
に
す
る
よ
う
に
な
る
の
が

「
一
度
は
訪
れ
て
み
た
い
桜
の

名
所
」
な
ど
の
情
報
。
そ
ん
な

情
報
を
頼
り
に
、
す
で
に
お
花

見
を
楽
し
ま
れ
た
読
者
も
多
い

こ
と
だ
ろ
う
。

　

貴
族
た
ち
が
楽
し
ん
で
い
た

お
花
見
の
習
慣
が
、
庶
民
の
間

に
も
広
が
っ
て
い
っ
た
の
は
、

京
都
の
醍
醐
寺
で
豊
臣
秀
吉
が

行
っ
た
「
醍
醐
の
花
見
」
が
き

っ
か
け
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
醍
醐
寺
に
は
、
最
初
か
ら
た

く
さ
ん
の
桜
が
あ
っ
た
わ
け
で

は
な
く
、
秀
吉
が
お
花
見
の
た

め
に
近
隣
諸
国
か
ら
桜
を
取
り

寄
せ
、
約
７
０
０
本
を
移
植
し

た
の
だ
と
い
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ふ
だ
ん
よ
く

目
に
す
る
植
物
で
も
、
昔
か
ら

そ
の
地
域
に
自
生
す
る
植
物
で

な
か
っ
た
例
は
多
く
あ
る
。
例

え
ば
、
道
端
や
線
路
の
脇
で
咲

く
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
の
原
産
は
北

ア
メ
リ
カ
。
観
賞
用
と
し
て
日

本
に
入
っ
て
き
た
も
の
が
明
治

の
初
め
に
雑
草
化
し
て
全
国
に

分
布
し
て
い
っ
た
。

　

そ
れ
ま
で
は
、
ヒ
メ
ジ
ョ
オ

ン
の
自
生
種
は
日
本
に
は
な
か

っ
た
。

　

人
間
に
よ
っ
て
悪
気
も
な
く

外
来
種
が
帰
化
し
て
し
ま
う
こ

と
は
よ
く
あ
る
こ
と
の
よ
う

だ
。
だ
が
、
こ
こ
数
年
、
そ
ん

な
行
い
も
見
直
さ
れ
る
機
運
が

高
ま
っ
て
い
る
。

　

１
０
０
年
先
を
見
据
え
た
多

様
な
森
林
づ
く
り
を
推
進
す
る

「
美
し
い
森
林
づ
く
り
推
進
国

民
運
動
」
が
そ
の
一
つ
。
森
林

の
再
生
が
森
に
す
む
生
き
物
や

故
郷
の
風
景
、
伝
統
文
化
を
守

　

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
で
行
っ
て
い
る
実
証

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
水
素
利

用
社
会
シ
ス
テ
ム
構
築
実
証

事
業
」。
こ
こ
で
は
燃
料
電

池
バ
ス
や
燃
料
電
池
自
動
車

を
定
期
運
行
さ
せ
る
「
水
素

ハ
イ
ウ
ェ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
一
般
家
庭
に
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
を
通
じ
て
水
素
を
供

給
す
る
「
水
素
タ
ウ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。
主
な
運
営
組
織
は
技

術
研
究
組
合
法
に
基
づ
い
て

設
立
さ
れ
た
水
素
供
給
・
利

用
技
術
研
究
組
合
。

　

水
素
ハ
イ
ウ
ェ
イ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
２
０
１
１
年
２

月
ま
で
に
３
カ
所
（
東
京
・

杉
並
、
羽
田
、
成
田
）
の
水

素
供
給
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
運

用
開
始
。
燃
料
電
池
バ
ス
も

新
宿
や
東
京
シ
テ
ィ
エ
ア
タ

ー
ミ
ナ
ル
か
ら
羽
田
空
港
間

で
各
１
日
１
往
復
の
定
期
運

行
を
始
め
て
い
る
。
ま
た
燃

料
電
池
自
動
車
を
使
っ
た
ハ

イ
ヤ
ー
の
運
行
も
順
次
開
始

さ
れ
た
。

　

も
う
一
方
の
水
素
タ
ウ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
福
岡
県
北

九
州
市
。
福
岡
県
の
進
め
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
す
で

に
建
設
さ
れ
て
い
た
北
九
州

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
、

近
隣
の
住
宅
や
商
業
施
設
、

公
共
施
設
ま
で
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
を
敷
設
し
、
実
証
運
転
を

行
っ
て
い
る
。
市
中
に
設
置

さ
れ
た
本
格
的
な
水
素
の
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
供
給
は
世
界
初

の
試
み
だ
と
い
う
。
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
の
先
に
は
水
素
の
み

を
原
料
と
す
る
純
水
素
型
燃

料
電
池
が
置
か
れ
、
太
陽
光

発
電
な
ど
と
連
携
し
た
電
力

供
給
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
検
証

し
て
い
る
。
ま
た
電
気
自
転

車
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど

へ
の
充
填
器
も
設
置
し
、
水

素
利
用
の
幅
を
広
げ
る
試
み

も
な
さ
れ
る
。

　

燃
料
電
池
は
水
素
と
酸
素

の
化
学
反
応
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
電
力

を
発
生
さ
せ
る
も
の
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
以
外
に
、
こ
の
化
学

反
応
か
ら
生
ま
れ
る
物
質
は

水
（
水
蒸
気
）
だ
け
で
、
発

電
効
率
も
高
い
。
た
だ
単
体

の
水
素
は
自
然
界
に
ほ
と
ん

ど
存
在
し
な
い
た
め
、
供
給

が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

省エネ活動にもリバウンドがある
アフターフォローの大切さ
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アフターフォローの有無による活動結果

地域に自生する植物たち

る
こ
と
へ
つ
な
が
る
と
考
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て

い
る
。

　

例
え
ば
こ
の
国
民
運
動
に
参

加
す
る
中
日
本
高
速
道
路
株
式

会
社
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）

で
は
、
高
速
道
路
の
建
設
に
と

も
な
っ
て
で
き
る
斜
面
に
「
地

域
性
苗
木
」
を
植
え
る
活
動
を

し
て
い
る
。
道
路
の
周
辺
地
域

に
自
生
す
る
樹
木
の
種
を
採
取

し
、
50
㌢
㍍
程
度
の
苗
木
に
育

て
、
斜
面
へ
返
す
と
い
う
活
動

だ
。
道
路
側
斜
面
の
う
ち
１
２

７
４
㌶
が
樹
林
化
さ
れ
た
。
地

域
性
苗
木
を
使
っ
て
斜
面
の
樹

木
化
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
の

生
態
系
・
種
・
遺
伝
子
の
保
全

に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

ち
な
み
に
こ
の
地
域
性
苗
木

を
育
成
す
る
株
式
会
社
高
速
道

路
総
合
技
術
研
究
所
・
緑
化
技

術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
１
９
９
６

年
か
ら
２
０
０
９
年
度
末
ま
で

に
全
国
の
高
速
道
路
会
社
へ
約

２
０
０
種
、
75
万
本
を
出
荷
し

た
。
地
域
に
適
し
た
自
生
種

が
、
こ
う
し
て
引
き
継
が
れ
て

い
る
。

経
産
省
受
け
入
れ
取
り
組
み
推
進

2015年 市場へ本格導入

（前年同時期の電力使用量比較）
アフターフォロー実施
アフターフォローなし

省エネ活動
スタートパイプライン設置で水素タウン

燃料電池車に水素供給インフラ

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
に
向
け

　

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
を
排
出
せ
ず
、
安
全
な
環

境
対
策
に
役
立
つ
と
期
待
さ
れ
て
い
る
水
素
エ
ネ
ル
ギ

ー
。
経
済
産
業
省
で
は
現
在
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利

用
し
た
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
実
証
事
業
を

行
っ
て
い
る
。
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
設
置
や
水
素
供
給
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
運
用
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。

水素利用社会シス
テム構築実証事業

経産省
水素タウンプロジェクトのイメージ

水素供給・利用技術研究組合ＨＰ掲載の図を参考に作成。

水素ステーション

水素製造装置

充填器
（電気自転車、フォークリフトなど）

集合 /戸建住宅
家庭用燃料電池

公共 /商業施設
業務用燃料電池

パ
イ
プ
ラ
イ
ン

1. 自動車メーカーは、技術開発の進展
により燃料電池システムの大幅なコス
トダウンを進めつつあり、FCV 量産
車を2015年に4大都市圏を中心と
した国内市場への導入と一般ユーザ
ーへの販売開始を目指し、開発を進
めている。導入以降、エネルギー・環
境問題に対応するため、更なる普及
拡大を目指す。

2. 水素供給事業者は、FCV 量産車の
初期市場創出のため、2015年まで
にFCV量産車の販売台数の見通しに
応じて100箇所程度の水素供給イン
フラの先行整備を目指す。

3. 自動車メーカーと水素供給事業者は、
運輸部門の大幅なCO2排出量削減に
資するため、全国的なFCVの導入拡
大と水素供給インフラ網の整備に共同
で取組む。これら実現に向け、普及
支援策や社会受容性向上策等を含む
普及戦略について官民共同で構築す
ることを、政府に対して要望する。

燃料電池車

自動車メーカーなど共同声明

「燃料電池自動車の国内市場導入と
水素供給インフラ整備に関する共同
声明」全文（原文ママ）

　

２
０
１
１
年
１
月
、
自

動
車
メ
ー
カ
ー
や
石
油
・

ガ
ス
関
連
の
水
素
供
給
事

業
者
13
社
は
共
同
で
「
燃

料
電
池
自
動
車（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）

の
国
内
市
場
導
入
と
水
素

供
給
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
関

す
る
共
同
声
明
」
を
公
表

し
た
。
２
０
１
５
年
ま
で

に
、
４
大
都
市
圏
を
中
心

と
し
た
国
内
市
場
に
Ｆ
Ｃ

Ｖ
量
産
車
を
導
入
し
、
一

般
販
売
の
開
始
を
目
指

す
。
ま
た
販
売
台
数
の
見

込
み
に
応
じ
て
水
素
供
給
イ

ン
フ
ラ
を
４
大
都
市
圏
や
高

速
道
路
な
ど
に
１
０
０
カ
所

程
度
、
先
行
的
に
整
備
し
て

い
く
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
そ

れ
ら
の
実
現
の
た
め
に
官
民

の
趣
旨
と
合
致
す
る
も
の
で

あ
り
、
経
済
産
業
省
と
し
て

も
２
０
１
５
年
の
導
入
並
び

に
そ
の
後
の
全
国
的
な
普
及

を
実
現
さ
せ
る
べ
く
、
必
要

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

　

共
同
声
明
を
発
表
し
た
13

社
は
当
面
の
取
り
組
み
と
し

て
、
こ
の
13
社
を
中
心
に
東

京
、
愛
知
、
大
阪
、
福
岡
の

都
市
圏
ご
と
に
分
科
会
を
設

立
し
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
量
産
車
の
初

く
。
今
後
は
各
地
元
自
治
体

か
ら
の
協
力
も
仰
ぎ
な
が

ら
、
具
体
的
な
整
備
計
画
を

立
案
し
、
全
国
的
な
Ｆ
Ｃ
Ｖ

普
及
に
向
け
た
戦
略
策
定
に

あ
た
っ
て
の
提
案
を
行
っ
て

い
く
計
画
だ
。

　

Ｆ
Ｃ
Ｖ
は
一
般
の
内
燃
機

関
自
動
車
に
比
べ
エ
ネ
ル
ギ

ー
効
率
も
高
く
、
走
行
時
に

は
水
し
か
排
出
し
な
い
と
い

っ
た
利
点
が
あ
る
。

共
同
の
協
力
体
制
構
築
を
求

め
て
い
る
。

　

こ
れ
を
受
け
て
経
済
産
業

省
は
、「
今
回
の
共
同
声
明

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

く
」
と
発
表
し
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
普

及
に
向
け
て
の
意
欲
を
示
し

て
い
る
。

期
需
要
創
出
と
水
素
供
給
イ

ン
フ
ラ
の
最
適
配
置
な
ど
の

普
及
戦
略
を
検
討
し
て
い

2010
年
夏
、過
去
最
高
温
を
記
録

気
象
庁
発
表 

昨
年
の
日
本
の
天
候　

　

２
０
１
１
年
１
月
、
気
象
庁
は
２
０
１
０
年
の
日
本
の

天
候
を
ま
と
め
公
表
し
た
。
例
年
に
な
く
暑
い
と
感
じ
ら

れ
た
夏
の
気
温
が
過
去
最
高
温
だ
っ
た
こ
と
を
示
す
な

ど
、
昨
年
の
天
候
の
特
徴
を
分
析
し
て
い
る
。

　

気
象
庁
の
発
表
し
た
２
０

１
０
年
の
天
候
の
特
徴
は
、

大
き
く
以
下
の
４
つ
。
①
年

平
均
気
温
は
全
国
で
高
く
、

降
水
量
は
一
部
を
除
き
多
い

②
春
は
気
温
の
変
動
が
大
き

い
③
夏
の
日
本
の
平
均
気
温

は
過
去
１
１
３
年
間
で
最
も

高
い
④
台
風
の
発
生
数
が
最

も
少
な
い
。

　

こ
の
う
ち
夏（
６
〜
８
月
）

の
平
均
気
温
は
、
長
期
間
に

わ
た
り
気
象
観
測
デ
ー
タ
が

残
っ
て
お
り
都
市
化
の
影
響

が
少
な
い
17
地
点
の
気
象
台

な
ど
の
情
報
で
、
１
８
９
８

年
以
降
の
１
１
３
年
間
中
、

第
１
位
の
高
い
記
録
と
な
っ

た
。
中
で
も
太
平
洋
高
気
圧

に
覆
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
８
月
の
気
温
が
高
く
、
全

国
１
５
４
の
観
測
地
点
の
う

ち
77
地
点
で
、
観
測
史
上
最

も
高
い
記
録
を
更
新
、
７
地

点
が
過
去
第
１
位
と
タ
イ
記

録
だ
っ
た
。
６
〜
８
月
の
夏

の
平
均
気
温
で
も
、
55
地
点

で
高
温
の
記
録
を
更
新
し
て

い
る
。

　

ま
た
秋
（
９
〜
11
月
）
も
、

９
月
の
残
暑
が
厳
し
く
10
月

に
暖
か
な
空
気
に
覆
わ
れ
る

時
期
が
あ
る
な
ど
の
影
響
で

全
国
的
に
気
温
は
高
か
っ

た
。
特
に
北
日
本
か
ら
西
日

本
に
か
け
て
の
９
月
上
旬
の

高
温
は
記
録
的
で
、
こ
れ
を

反
映
し
て
９
月
中
の
猛
暑
日

日
数
は
、
46
地
点
で
最
大
値

を
更
新
し
て
い
る
。

　

１
年
を
通
し
て
の
年
平
均

気
温
も
、
全
国
的
に
高
い
水

準
。
特
に
北
日
本
か
ら
西
日

本
に
か
け
て
、
か
な
り
高
く

な
っ
て
い
る
。
こ
の
地
方
で

は
平
年
を
１
℃
以
上
も
上
回

っ
た
個
所
が
あ
り
、
北
海
道

の
帯
広
、
釧
路
、
広
尾
で
は

年
平
均
気
温
の
最
高
値
を
更

新
し
て
い
る
。

　

ま
た
台
風
の
発
生
数
が
少

な
か
っ
た
の
も
２
０
１
０
年

の
特
徴
。
平
年
で
は
26
・
７

個
発
生
し
て
い
る
台
風
が
、

こ
の
年
に
は
14
個
だ
っ
た
。

こ
れ
は
１
９
５
１
年
の
統
計

開
始
以
来
最
少
の
記
録
で
、

１
９
９
８
年
の
16
個
を
下
回

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
台
風
の

接
近
数
も
平
年
は
10
・
８
個

な
の
に
対
し
、
７
個
と
少
な

か
っ
た
。

環境省の浮体式洋上風力発電

長崎県
五島市 椛島周辺を
候補海域に選定

　

２
０
１
０
年
12
月
、
環
境

省
は
、
浮
体
式
洋
上
風
力
発

電
実
証
機
の
設
置
候
補
海
域

を
、
長
崎
県
五
島
市
の
椛
島

（
か
ば
し
ま
）
周
辺
に
選
定

し
た
と
発
表
し
た
。
今
後
、

２
０
１
３
年
の
設
置
に
向
け

て
、
候
補
海
域
の
環
境
評
価

な
ど
を
進
め
て
い
く
。

　

洋
上
風
力
発
電
に
は
、
水

深
の
浅
い
海
域
に
適
し
た
着

床
式
と
、
水
深
の
深
い
海
域

に
対
応
で
き
る
浮
体
式
が
あ

り
、
着
床
式
は
す
で
に
国
内

３
カ
所
で
運
転
を
開
始
し
て

い
る
。
し
か
し
、
浮
体
式
は

世
界
的
に
も
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に

２
・
３
メ
ガ
㍗
の
実
用
機
が

建
設
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、

国
内
の
導
入
例
は
な
い
と
い

う
。
そ
こ
で
環
境
省
で
は
、

日
本
初
と
な
る
２
メ
ガ
㍗
級

の
浮
体
式
洋
上
発
電
実
証
機

を
外
洋
域
に
設
置
す
る
こ
と

を
目
指
し
、
２
０
１
０
年
度

か
ら
実
証
事
業
を
開
始
し
て

い
た
。
候
補
海
域
の
選
定
や

環
境
影
響
評
価
手
法
の
検
討

な
ど
を
進
め
る
中
で
、今
回
、

周
辺
地
域
関
係
者
の
同
意
・

賛
同
が
得
ら
れ
た
た
め
、
同

地
区
を
実
証
実
施
候
補
海
域

に
選
定
し
た
。

　

国
際
情
勢
の
変
化
と
い
っ
た
化

石
燃
料
に
お
け
る
供
給
リ
ス
ク
の

存
在
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
関
心
の
高
ま
り
な
ど
を
背
景

に
、
各
国
の
発
電
状
況
が
多
様
化

し
て
い
る
。エ
ネ
ル
ギ
ー
構
成
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
事
情
を
反
映
し

た
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

　

世
界
一
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
国

ア
メ
リ
カ
は
、
石
炭
や
石
油
、
天

然
ガ
ス
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が

豊
富
で
、
発
電
の
５
割
以
上
を
石

炭
火
力
が
占
め
て
い
る
。
た
だ
最

近
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供

給
を
進
め
る
た
め
、
原
子
力
発
電

所
の
新
設
に
も
力
を
入
れ
る
。
同

様
に
中
国
も
、
石
炭
や
石
油
資
源

が
豊
富
で
石
炭
生
産
量
は
世
界

一
。
電
源
の
約
８
割
は
石
炭
火
力

だ
。
そ
れ
で
も
環
境
対
策
の
た
め

脱
石
炭
火
力
の
方
針
を
打
ち
出
し

て
お
り
、
水
力
、
原
子
力
の
導
入

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
そ
の
２
国

と
対
照
的
な
の
が
フ
ラ
ン
ス
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
給
を
目
指
し
た
原
子

力
開
発
が
進
め
ら
れ
、
電
源
の
約

８
割
は
原
子
力
。
原
子
力
は
発
電

コ
ス
ト
が
相
対
的
に
低
く
抑
え
ら

れ
る
の
で
、
電
気
料
金
は
欧
州
で

最
も
安
価
だ
。

　

日
本
の
電
源
構
成
の
特
徴
は
原

子
力
、
天
然
ガ
ス
、
石
炭
、
石
油
、

水
力
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
構
成

に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
石
油
危
機

後
に
、
脱
石
油
を
目
指
し
原
子
力

開
発
な
ど
電
源
の
多
様
化
を
図
っ

た
施
策
の
結
果
だ
。
ま
た
、
自
国

に
資
源
を
持
た
な
い
た
め
、
全
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
約
８
割
を
輸
入
に
頼

っ
て
い
る
と
い
う
状
況
も
あ
る
。

　

そ
う
し
た
各
国
の
事
情
を
表
し

た
特
徴
が
あ
る
中
で
、
全
体
的
に

共
通
す
る
動
き
も
見
ら
れ
る
。
そ

れ
が
、
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に

占
め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

シ
ェ
ア
拡
大
傾
向
だ
。

　

拡
大
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
内
訳
で
、
最
も
多
い
の
が
バ

イ
オ
マ
ス
。
２
０
０
７
年
時
点
で

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
体
の
93

％
を
占
め
て
い
る
。
中
で
も
途
上

国
を
中
心
に
薪
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
が
大
き

な
シ
ェ
ア
を
占
め
る
。
続
い
て
地

熱
、
風
力
、
太
陽
光
、
太
陽
熱
と

続
く
。
ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
量
が
最
も
多
い
の
は

消
費
量
の
絶
対
数
が
大
き
い
ア
メ

リ
カ
。
日
本
で
は
水
力
、
バ
イ
オ

マ
ス
の
割
合
が
高
い
。

再生可能エネルギーが拡大傾向

日
本
は
多
様
な
電
源
構
成

世界の

再生可能エネルギー使用状況
（2007）

出所：経済産業省「エネルギーに関する年次報
告（2010年版 エネルギー白書）」（上図も）

日　本

アメリカ

フランス

石油

石炭

天然ガス

原子力
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

6%

5%

7%

日本のエネルギー構成
（一次エネルギー供給ベース）
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石
油

石
炭

原
子
力

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

天
然
ガ
ス

大

小

削
減
率

２カ月

アフター
フォロー

7.14％

8.38％

2.24％

△1.38％

開始２カ月後にア
フターフォローを
実施した事業所
では、その後も
削減率が伸びた。

アフターフォロー
のない事業所で
は、その後の電
力使用量が増加
に転じた。

http://econews.jp/newspaper/thinking/index.html
http://econews.jp/newspaper/knowledge/index.html
http://www.setubikaizen.com/
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自
然
に
親
し
む
ゴルフ
だ
か
ら
│
│

　
 

環
境
配
慮

　

ス
タ
ー
選
手
の
活
躍
、若
手
選
手
の
台
頭
に
よ
り
年
々
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
ゴ
ル
フ
。

も
ち
ろ
ん
テ
レ
ビ
や
ゴ
ル
フ
場
で
観
戦
す
る
だ
け
で
な
く
、
趣
味
は
ゴ
ル
フ
、
毎
週
末
は

欠
か
さ
ず
ゴ
ル
フ
と
い
う
読
者
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。
ゴ
ル
フ
は
、
自
然
に
親
し
み
、
年

齢
や
体
力
、
技
量
に
応
じ
て
自
分
の
ペ
ー
ス
で
楽
し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
だ
。

　

そ
の
一
方
、
自
然
を
舞
台
に
す
る
以
上
、
ゴ
ル
フ
も
地
球
温
暖
化
の
影
響
を
受
け
や
す

い
ス
ポ
ー
ツ
の
一
つ
。そ
ん
な
ゴ
ル
フ
界
で
は
ど
ん
な
環
境
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

今
回
は
、
日
本
の
男
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
主
管
お
よ
び
主
催
な
ど
を

行
う
社
団
法
人 

日
本
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
機
構
（
Ｊ
Ｇ
Ｔ
Ｏ
）
の
活
動
を
紹
介
し
て
い
く
。

　

Ｊ
Ｇ
Ｔ
Ｏ
で
は
、
２
０
０
６
年
か
ら
「
は

じ
め
の
第
一
歩
！
」
と
い
う
名
称
の
環
境
保

護
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。
ゴ
ル
フ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
た
だ
開
催
す
る
の
で
は
な

く
、「
地
球
環
境
に
配
慮
し
た
舞
台
を
つ
く

り
あ
げ
て
い
き
た
い
」
と
い
う
考
え
。
自
分

た
ち
で
取
り
組
め
る
よ
う
な
小
さ
な
こ
と
で

も
い
い
か
ら
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
イ
ベ

ン
ト
会
場
に
集
う
人
た
ち
全
員
の
意
識
を
少

し
で
も
高
め
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
き
っ
と

大
き
な
力
に
育
っ
て
い
く
と
信
じ
て
、
活
動

は
継
続
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
環
境
保
護
活
動
の
き
っ
か
け
は
、
他

国
で
の
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
を
視
察
す
る
た
め
、

ス
タ
ッ
フ
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
た
と

き
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
ツ
ア
ー
を
支
え
る

数
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
大
会

主
催
者
側
か
ら
支
給
さ
れ
る
日
焼
け
止
め
を

塗
っ
て
い
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
紫
外
線

は
強
く
、
日
焼
け
止
め
を
塗
ら
な
い
と
コ
ー

ス
内
に
も
出
ら
れ
な
い
の
だ
。
現
地
で
そ
れ

を
目
の
当
た
り
に
し
、
環
境
保
護
の
重
要
性

を
身
近
に
感
じ
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
て
「
は
じ
め
の
第
一
歩
！
」
は
大

ecoｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎ
ecoｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎ

vol.08

新たな環境配慮型ワークスタイル

オフィスでエコ実験実施中

　

４
月
に
な
り
、
新
し
い
職
場
で
働
く
読
者
も
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
春
は
気
分
を
新
た

に
、
何
か
を
始
め
た
く
な
る
季
節
だ
。

　

編
集
部
で
も
、
オ
フ
ィ
ス
で
で
き
る
新
た
な
切
り
口
の
省
エ
ネ
を
探
し
て
い
た
。
オ

フ
ィ
ス
で
消
費
さ
れ
る
電
力
の
ほ
と
ん
ど
が
、
空
調
と
照
明
と
い
わ
れ
、
昼
休
み
の
消

灯
や
空
調
の
温
度
を
控
え
め
に
す
る
な
ど
の
活
動
は
、
す
で
に
実
行
し
て
い
る
人
も
多

い
。
や
り
尽
く
し
た
と
い
う
声
も
ち
ら
ほ
ら
聞
こ
え
て
く
る
。
そ
ん
な
中
、
社
員
自
ら

が
業
務
の
中
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
体
験
し
な
が
ら
、
新
た
な
省
エ
ネ
を
提
案
し
て

い
る
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
の
「
エ
コ
ラ
イ
ブ
オ
フ
ィ
ス
品
川
」
が
気
に
な
っ
た
。

　

枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
発
想
に
魅
力
を
感
じ
て
、
さ
っ
そ
く
取
材
に
伺
っ
た
。

　
「
エ
コ
ラ
イ
ブ
オ
フ
ィ
ス
品
川

は
、
省
エ
ネ
設
備
を
完
備
し
た
オ

フ
ィ
ス
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
ワ

ー
カ
ー
の
生
産
性
と
創
造
性
の
向

上
を
目
指
し
、
新
た
な
環
境
配
慮

の
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
を
取
り
入
れ

た
実
験
オ
フ
ィ
ス
な
ん
で
す
」（
広

報
部 

海
老
澤
秀
幸
さ
ん
）

　

訪
れ
て
ま
ず
目
に
付
い
た
の
は

青
空
の
下
で
仕
事
が
で
き
る
ガ
ー

デ
ン
オ
フ
ィ
ス
だ
。「
屋
外
オ
フ

ィ
ス
」
と
し
て
、
空
調
や
照
明
は

一
切
使
わ
な
い
ま
さ
に
究
極
の
エ

コ
オ
フ
ィ
ス
を
実
践
し
て
い
る
。

　

オ
ー
プ
ン
は
２
０
０
８
年
11

月
。
当
初
目
標
だ
っ
た
年
間
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
量
41
・

５
％
削
減
に
対
し
、
開
設
の
翌
年

に
は
43
・
６
％
削
減
に
成
功
。「
設

備
改
善
の
効
果
も
あ
り
ま
す
が
、

社
員
に
よ
る
努
力
も
大
き
い
」（
同

氏
）
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
と
い

う
。
与
え
ら
れ
た
空
間
を
活
用
す

る
意
識
の
変
化
が
、
行
動
改
善
を

促
し
た
。
そ
れ
が
何
よ
り
の
成
果

だ
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
開
設
当
初
は
「
オ
フ

ィ
ス
の
設
備
改
修
だ
け
で
な
く
、

社
員
全
員
が
意
識
を
改
革
し
、
エ

コ
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
を
実
践
す
る

と
い
う
大
き
な
コ
ン
セ
プ
ト
が
あ

り
ま
し
た
が
思
う
よ
う
に
は
い
か

な
か
っ
た
」（
Ｒ
Ｄ
Ｉ
セ
ン
タ
ー 

福
田
麻
衣
子
さ
ん
）
と
い
う
。
そ

の
後
、
実
験
や
検
証
を
繰
り
返
し

な
が
ら
、
社
員
の
声
を
集
め
る
と

「
面
倒
で
な
い
、
わ
か
り
や
す
い
、

楽
し
い
」
と
い
う
要
素
が
必
要
だ

と
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
社
内
で
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
い「
エ
コ
ピ
ヨ
」

と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
試
作
。
こ
れ

は
エ
コ
活
動
を
行
う
前
後
に
、
社

員
の
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
を
か
ざ
す
こ
と

で
行
動
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
が
貯

ま
り
、
社
内
で
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ

る
も
の
。
継
続
的
な
行
動
で
エ
コ

会
で
発
生
し
た
「
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
」
へ

の
対
策
、「
食
の
安
全
・
地
産
地
消
」
に
関

す
る
施
策
、「
生
物
多
様
性
」
へ
の
配
慮
と

い
う
３
つ
の
行
動
指
針
に
基
づ
き
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の

実
現
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。
そ
れ
が
実
現

し
た
の
が
、
世
界
で
初
め
て
「
地
球
温
暖
化

問
題
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
注
目
し
た
環
境
配

慮
型
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
「
日
本
ゴ
ル
フ

ツ
ア
ー
選
手
権
」
だ
っ
た
。

　

４
日
間
で
約
２
万
人
の
観
客
が
集
ま
る
こ

の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
。
場
所
は
も
ち
ろ
ん
自
然

を
舞
台
に
す
る
ゴ
ル
フ
場
だ
。
そ
こ
に
多
く

の
人
が
集
ま
る
こ
と
で
必
然
的
に
さ
ま
ざ
ま

な
ゴ
ミ
も
発
生
す
る
。
そ
こ
で
環
境
配
慮
を

目
指
す
こ
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
分
別
ゴ

ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
、
ゴ
ミ
分
別
係

員
や
コ
ー
ス
を
巡
回
す
る
係
員
も
配
備
。
さ

ら
に
環
境
に
や
さ
し
い
可
燃
性
容
器
を
使
っ

た
飲
食
物
の
販
売
や
マ
グ
カ
ッ
プ
の
無
料
提

供
も
し
て
、
ゴ
ミ
の
分
別
・
削
減
を
徹
底
し

た
。
ま
た
、
マ
グ
カ
ッ
プ
を
利
用
し
て
麦
茶

を
購
入
す
る
と
、
代
金
１
０
０
円
の
う
ち
20

円
が
チ
ャ
リ
テ
ィ
費
用
に
回
さ
れ
る
仕
組
み

も
つ
く
っ
た
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
で
集
め
た
お
金

は
大
会
運
営
で
使
用
し
て
い
る
グ
リ
ー
ン
電

力
購
入
費
な
ど
に
充
当
さ
れ
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
地
元
産
品
を
使
用
し
た

食
事
メ
ニ
ュ
ー
の
販
売
、
国
産
材
利
用
紙

（
３
・
９
ペ
ー
パ
ー
）
と
ソ
イ
イ
ン
ク
（
大

豆
油
か
ら
つ
く
ら
れ
る
印
刷
用
の
イ
ン
ク
）

を
採
用
し
た
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
の
制
作
な

ど
、
細
か
な
部
分
に
も
環
境
保
護
の
姿
勢
を

貫
い
た
。
さ
ら
に
「
日
本
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
選

手
権
」
の
前
後
週
に
あ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で

も
、「
は
じ
め
の
第
一
歩
！
」
の
取
り
組
み

を
実
施
し
た
。

　

そ
し
て
活
動
を
よ
り
効
果
的
に
す
る
た
め

に
東
京
都
市
大
学
の
協
力
を
得
て
、
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
を
通
じ
て
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）
の
量
と
、
実
施
し
た
環
境
活
動

に
よ
り
削
減
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２

の
量
を
す
べ
て

数
値
と
し
て
示
し
た
。
つ
ま
り「
見
え
る
化
」

だ
。
取
り
組
み
を
ど
れ
だ
け
行
っ
て
も
実
態

を
把
握
し
な
け
れ
ば
効
果
は
わ
か
ら
な
い
。

「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と
で
、
効
果
を
把
握

で
き
、
次
の
大
会
以
降
の
対
策
の
検
証
材
料

に
も
な
る
。

　

こ
こ
最
近
「
は
じ
め
の
第
一
歩
！
」
活
動

の
認
知
度
は
、
内
外
に
お
い
て
向
上
し
て
い

る
。
２
０
１
０
年
に
は
生
物
多
様
性
交
流
フ

ェ
ア
の
長
野
県
ブ
ー
ス
で
こ
の
取
り
組
み
が

紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
優
れ
た
環
境
経
営
の

取
り
組
み
を
表
彰
す
る
三
重
県
主
催
の
日
本

環
境
経
営
大
賞
・
環
境
価
値
創
造
部
門
賞
も

受
賞
し
て
い
る
。

　
「
は
じ
め
の
第
一
歩
！
」
と
い
う
取
り
組

み
は
ゴ
ル
フ
界
の
環
境
活
動
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
発
信
さ
れ
て
い

る
。
発
信
さ
れ
た
情
報
へ
の
反
応
は
ゴ
ル
フ

と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
に
か
か
わ
る
幅
広
い
分
野

の
人
た
ち
か
ら
返
っ
て
く
る
。
今
後
、
ゴ
ル

フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
競
技
で
あ
る
と
同
時

に
、
環
境
へ
の
思
い
や
情
報
が
行
き
交
う
イ

ベ
ン
ト
に
変
わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ゴ
ル
フ
界
は
そ
の
「
は
じ
め
の
第
一

歩
」
を
踏
み
出
し
た
よ
う
だ
。

地球温暖化をテーマにしたゴルフト
ーナメントで、会場の一角に設置し
た分別ゴミステーション。この場所
を担当する係員のほか、コースを巡
回する係員も配備された。

レ
ベ
ル
が
上
が
る
仕
組
み
だ
。「
導

入
し
て
か
ら
省
エ
ネ
活
動
に
対
す

る
不
満
が
目
に
見
え
て
減
り
ま
し

た
。
今
で
は
、
み
ん
な
率
先
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
」（
同
氏
）

　

エ
コ
ラ
イ
ブ
オ
フ
ィ
ス
で
は
業

務
の
用
途
に
よ
っ
て
照
明
の
タ
イ

プ
を
選
べ
る
エ
リ
ア
が
あ
る
。「
ひ

ら
め
き
」
な
ら
薄
暗
く
、「
ア
ク

テ
ィ
ブ
」
な
ら
明
る
く
と
い
っ
た

具
合
だ
。
会
議
の
内
容
に
よ
っ
て

は
、
少
し
照
度
を
落
と
し
暖
色
の

照
明
に
し
た
ほ
う
が
活
発
に
意
見

が
出
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
。
そ

の
場
合
は
照
度
が
通
常
の
70
％
程

度
で
済
み
、
30
％
の
省
エ
ネ
に
な

る
。
実
際
に
体
験
し
て
み
な
け
れ

ば
わ
か
ら
な
い「
生
き
た
デ
ー
タ
」

を
取
得
で
き
る
の
が
魅
力
だ
。
そ

ん
な
施
設
に
は
多
く
の
大
学
や
研

究
所
も
熱
い
視
線
を
送
る
。

　
「
エ
コ
ラ
イ
ブ
オ
フ
ィ
ス
品
川

は
、
省
エ
ネ
と
エ
コ
意
識
向
上
を

オ
フ
ィ
ス
運
用
と
モ
ノ
の
両
軸
で

検
証
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
新

た
な
企
画
や
未
来
の
オ
フ
ィ
ス
の

形
を
提
案
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
。

多
く
の
方
に
見
学
に
来
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね
」（
海
老
澤
さ
ん
）

　

効
果
が
わ
か
る
こ
と
、
や
り
が

い
が
で
き
る
こ
と
で
、
省
エ
ネ
は

も
っ
と
楽
し
く
な
る
。
オ
フ
ィ
ス

で
で
き
る
省
エ
ネ
の
可
能
性
は
ま

だ
あ
り
そ
う
だ
。
新
た
な
省
エ
ネ

の
ヒ
ン
ト
が
詰
ま
っ
て
い
る
同
施

設
。見
学
の
価
値
は
あ
り
そ
う
だ
。

【第６節：広がるゴルフ場の環境対策】

春はガーデンオフィスで仕事をする絶好の季節。

report─ on the Eco Spot

エコライブオフィス品川
2008年 11月に開設された株式会社コクヨの実験オ
フィス。オフィスにおけるCO2排出量の削減を目指し、
そこに働く自社社員が被験者となって各人の工夫によ
り環境を意識しながら創造性や生産性を高めている。
場所は、東京都港区のコクヨ東京ショールーム内。

「
階
段
を
使
用
」「
外
で
仕
事
」
な
ど
、

行
動
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る
。

自
転
車
で
自
ら
発
電
す
る
こ
と
も
可
能
。

ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
。

仕
事
の
種
類
や
そ
の
日
の
気
分
に
よ
っ
て

照
明
の
タ
イ
プ
が
選
べ
る
。

上：木の葉を重ね合わせたような屋根は熱を吸収し
にくく風通しがよい。下：室内には人感センサーも
設置されている。不在時間によって照度が変化する。

忘
れ
な
い

　

ゴ
ル
フ
場
以
外
で
も
Ｊ
Ｇ
Ｔ
Ｏ
の
環
境
活
動

は
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　

２
０
０
８
年
、
Ｊ
Ｇ
Ｔ
Ｏ
は
長
野
県
飯
田
市

と
「
森も

林り

の
里
親
契
約
」
を
結
び
、
そ
の
該
当

地
区
を
「
ゴ
ル
フ
の
森
」
と
名
付
け
た
。
契
約

の
内
容
は
主
に
間
伐
作
業
費
を
支
援
す
る
も
の

だ
が
、
Ｊ
Ｇ
Ｔ
Ｏ
は
作
業
費
の
支
援
に
留
ま
ら

ず
、
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
や
Ｊ
Ｇ
Ｔ
Ｏ
ス
タ
ッ
フ

ら
が
参
加
す
る
森
林
整
備
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
り
、
地
元
住
民
と
の
親
睦

イ
ベ
ン
ト
を
開
く
な
ど
積
極
的
な
か
か
わ
り
を

示
し
て
い
る
。
ま
た
、
ゴ
ル
フ
場
で
行
わ
れ
る

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
会
場
で
も
特
設
ブ
ー
ス
を
設

日本ゴルフツアー機構

世界初
地球温暖化がテーマの
ゴルフトーナメント実施

置
し
、
間
伐
作
業
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
の
展

示
、
間
伐
材
を
利
用
し
た
木
工
教
室
、
木
工

作
品
の
販
売
な
ど
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の

ブ
ー
ス
に
は
、
里
親
契
約
を
結
ん
だ
飯
田
市

の
関
係
者
も
早
朝
か
ら
駆
け
つ
け
Ｐ
Ｒ
に
参

加
。相
互
の
温
か
な
交
流
も
生
ま
れ
て
い
る
。

名前は「ゴルフの森」

森
林
の
里
親
に
も
名
乗
り

JGTOが実施
した森林整備
のボランティ
ア活動に参加
した桑原克典
プロ。枝打ち
作業などを通
じて地元住民
との交流が図
られた。

間伐した木材を利用してつくられたアクセサ
リー。ゴルフイベントの会場などで販売。

https://www.n-techno.co.jp/
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２
０
１
１
年
２
月
、
日
本
テ
ク
ノ
は
株
式
会
社
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
ス
コ
の
第
三

者
割
当
増
資
を
引
き
受
け
た
。
こ
れ
に
よ
り
日
本
テ
ク
ノ
は
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
ス

コ
発
行
済
株
式
数
の
40
・
82
％
の
株
式
を
保
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
筆
頭
株
主

と
し
て
日
本
テ
ク
ノ
グ
ル
ー
プ
に
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
ス
コ
を
迎
え
入
れ
た
。
ま
た

日
本
テ
ク
ノ
は
、
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
ス
コ
の
所
有
し
て
い
た
２
つ
の
発
電
子
会
社

の
株
式
譲
渡
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。

Techno View日本テクノ社内情報

日本テクノグループに上場企業が参画
２
つ
の
発
電
企
業
を
子
会
社
に

電
力
供
給
力
が
大
幅
に
強
化

　

フ
ァ
ー
ス
ト
エ
ス
コ
は
、
東
京
証

券
取
引
所
マ
ザ
ー
ズ
市
場
に
上
場
す

る
日
本
初
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
支
援
サ

ー
ビ
ス
（
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）
企
業
。
Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ｏ
事
業
の
ほ
か
に
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
で
の
電
力
供
給
な
ど
と
い
っ
た
グ

リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
事
業
を
展
開
し
、

そ
の
発
電
部
門
を
担
う
子
会
社
に
株

式
会
社
白
河
ウ
ッ
ド
パ
ワ
ー
や
株
式

会
社
フ
ェ
ス
コ
パ
ワ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
滋
賀
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

日
本
テ
ク
ノ
は
今
回
の
第
三
者
割

当
増
資
と
同
時
に
こ
の
発
電
子
会
社

の
白
河
ウ
ッ
ド
パ
ワ
ー
の
株
式
譲
渡

契
約
を
締
結
。
こ
れ
に
先
立
っ
て
取

得
し
て
い
た
フ
ェ
ス
コ
パ
ワ
ー
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
滋
賀
と
合
わ
せ
２
つ
の
発

電
所
を
所
有
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

日
本
テ
ク
ノ
は
現
在
、
特
定
規
模

電
気
事
業
者
（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）
の
中
で
最

多
の
５
０
０
０
件
超
に
電
力
供
給
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
も
需
要
の
急
増

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

供
給
能
力
の
拡
充
は
急
務
で
あ
っ

た
。
２
つ
の
自
社
電
源
を
確
保
で
き

た
こ
と
で
供
給
基
盤
は
大
幅
に
強
化

さ
れ
た
。

　

ま
た
、
発
電
施
設
の
運
営
ノ
ウ
ハ

ウ
を
持
つ
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
ス
コ
は
、

子
会
社
の
株
式
会
社
フ
ァ
ー
ス
ト
バ

イ
オ
ス
を
通
じ
て
発
電
所
の
運
転
管

理
を
日
本
テ
ク
ノ
か
ら
請
け
負
う
と

い
う
協
力
体
制
を
と
る
。
Ｐ
Ｐ
Ｓ
最

多
の
顧
客
基
盤
を
持
つ
企
業
と
発
電

供
給
力
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
企
業
と

の
双
方
が
互
い
に
メ
リ
ッ
ト
を
受
け

合
う
資
本
提
携
と
な
っ
た
。

　

ち
な
み
に
日
本
テ
ク
ノ
が
Ｐ
Ｐ
Ｓ

の
事
業
開
始
届
出
を
行
っ
た
の
は
２

０
０
７
年
７
月
。
翌
年
10
月
に
日
本

卸
電
力
取
引
所
（
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｘ
）
で
の

電
力
卸
売
取
引
を
開
始
し
、
２
０
０

９
年
６
月
か
ら
本
格
的
な
電
力
小
売

り
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
小
売
り
の

シ
ス
テ
ム
は
顧
客
の
需
要
形
態
に
合

わ
せ
、
多
種
多
様
な
電
源
か
ら
電
気

を
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
し
て
供
給
す
る

も
の
。
こ
れ
ま
で
の
電
源
に
は
、
既

存
の
発
電
所
と
の
電
力
需
給
契
約
に

基
づ
く
も
の
や
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｘ
か
ら
の

電
力
調
達
な
ど
が
あ
り
、
そ
こ
に
今

回
、
自
社
電
源
が
加
わ
っ
た
。

　

日
本
テ
ク
ノ
の
電
気
設
備
保
守
管

理
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
す
る
顧
客

数
は
全
国
約
３
万
５
０
０
０
社
。
現

段
階
で
は
、
同
社
の
提
供
す
る
電
力

小
売
り
エ
リ
ア
は
そ
の
す
べ
て
を
網

羅
し
て
い
な
い
。
だ
が
今
回
の
資
本

提
携
の
狙
い
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
将
来
的
に
は
す
べ
て
の
同
社
ユ

ー
ザ
ー
が
電
力
供
給
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
な
体
制
が
つ
く
ら
れ

て
い
く
だ
ろ
う
。

ISOトップマネジメントインタビュー
営
業
担
当
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
は

Ｉ
Ｓ
Ｏ
審
査
人
の
よ
う
な
存
在

　

２
０
１
１
年
１
月
、
日
本
テ
ク
ノ
本
社
に

て
Ｉ
Ｓ
Ｏ
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
が
行
わ
れ
た
。

　

同
社
で
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を
認
証

取
得
し
て
い
る
が
、
こ
の
規
格
は
一
度
取
得

し
て
終
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
翌
年
以
降
も

サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
審
査
が
あ
り
、
３
年
に
１
回

は
、
更
新
審
査
も
行
わ
れ
る
。
日
本
テ
ク
ノ

の
更
新
審
査
は
、
今
年
11
月
に
実
施
さ
れ
る

予
定
だ
。

　

こ
の
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
審
査
の
一
環
と
し
て

審
査
人
が
企
業
ト
ッ
プ
と
直
接
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
企
業
と

し
て
行
う
べ
き
義
務
が
確
認
さ
れ
る
。
よ
り

良
い
環
境
活
動
と
営
業
活
動
を
行
う
た
め

に
、
継
続
的
に
取
り
組
み
を
改
善
し
て
い
く

こ
と
が
本
来
の
目
的
だ
。

　

審
査
で
実
施
さ
れ
た
ト
ッ
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
の
模
様
を
紹
介
す
る
。　

審
査
人　

企
業
が
担
う
役
割
は
？

馬
本　

当
社
は
省
エ
ネ
を
促
す
「
Ｓ

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
（
ス
マ
ー
ト

メ
ー
タ
ー
）
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
」
の
販
売
や

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
で
の
省
エ
ネ
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
営
業

担
当
各
人
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の

審
査
人
に
近
い
立
場
に
い
る
よ
う
な

も
の
で
す
。
ユ
ー
ザ
ー
の
意
識
は
確

実
に
向
上
し
て
お
り
、
コ
ス
ト
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
の
観
点
か
ら
見
て
も
価

値
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

審
査
人　

オ
フ
ィ
ス
で
の
電
気
・
紙

の
削
減
は
行
っ
て
い
る
か
？

馬
本　

今
後
、
電
力
デ
ー
タ
を
預
か

っ
て
い
る
約
３
万
件
の
お
客
様
に
対

し
、
各
５
枚
の
レ
ポ
ー
ト
、
計
15
万

枚
を
印
刷
し
郵
送
す
る
た
め
、
多
く

の
出
力
作
業
と
用
紙
が
発
生
し
ま

す
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る

意
識
改
善
の
ほ
う
が
、
効
果
と
し
て

は
、は
る
か
に
大
き
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
現
在
は
、
会
議
中
の
パ
ソ
コ
ン

使
用
を
推
奨
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

い
ず
れ
は
資
料
用
紙
の
削
減
も
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

審
査
人　

ほ
か
に
ど
の
よ
う
な
省
エ

ネ
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
？

馬
本　

テ
レ
マ
テ
ィ
ク
ス
を
導
入
し

た
こ
と
で
、
車
両
管
理
の
意
識
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
０
年
は
前

年
の
同
期
間
（
２
０
０
９
年
２
〜
５

月
）
と
比
べ
平
均
燃
費
が
12
・
１
％

向
上
、
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排

出
量
は
７
・
８
％
削
減
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
急
加
速
、
急
減
速
、
速
度
超

過
が
減
少
し
、
交
通
事
故
も
目
に
見

え
て
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

審
査
人　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
内
部
監
査
は
有

効
か
？

馬
本　

各
拠
点
の
取
り
組
み
と
課
題

が
わ
か
る
の
で
有
効
だ
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
当
社
に
は
「
ソ
ー
ラ
ー
パ

ワ
ー
ビ
ル
」
と
「
テ
ク
ノ
・
サ
テ
ラ

イ
ト
・
オ
フ
ィ
ス
」
と
い
う
第
２
の

本
社
と
も
い
え
る
拠
点
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
こ
と
本
社
の
実
績
が
比
較
で

き
た
の
は
大
き
い
で
す
ね
。
今
後
の

取
り
組
み
に
い
か
し
て
い
き
ま
す
。

既存３拠点も営業力強化を目的に移転

2011年 1～2月出展報告

　

２
０
１
１
年
に
入
り
、
日
本
テ
ク

ノ
で
は
営
業
所
の
新
規
出
店
や
移
転

を
進
め
て
い
る
。
２
月
２
日
の
北
九

州
営
業
所
へ
の
出
店
を
皮
切
り
に
熊

谷
、
つ
く
ば
、
柏
へ
と
４
拠
点
を
新

規
出
店
。
福
岡
、
宇
都
宮
、
大
阪
の

営
業
所
が
そ
れ
ぞ
れ
移
転
し
た
。

 

い
ず
れ
も
、
全
国
展
開
に
向
け
た

新
規
開
拓
、
営
業
力
強
化
が
目
的

だ
。
今
後
も
、
関
西
地
方
や
四
国
地

方
な
ど
へ
の
新
規
出
店
を
予
定
し
て

い
る
。

つくば営業所のある「つくば三井ビルディング」

新規営業所４拠点を開設

ファーストエスコ・島崎知格社長（右）と馬本英一社長

白河ウッドパワー 大信発電所

株式会社白河ウッドパワーの木
質バイオマス発電所。燃料に
使用するのは100％木質チッ
プ。２０１１年2月の株式譲渡契
約により、日本テクノが同社の
親会社となる。この発電所が商
業運転を開始したのは、2006
年10月から。発電能力は、１万
1500㌔㍗。

DDK守山発電所

株式会社フェスコパワーステー
ション滋賀のディーゼルエンジン
を動力にした発電所。２０１０年
12月の株式譲渡により、日本
テクノが同社の親会社となって
同発電所も所有。この発電所が
商業運転を開始したのは2006
年 2月から。3台のエンジン
から生まれる発電能力は、１万
500㌔㍗。

出展相次ぐ各種展示会
サービス内容をより多くの人に告知するため、各種展示会への出展を継続的に実施してい
る日本テクノ。2011年に入っても出展頻度をゆるめることなく、多数の展示会に参画し
ている。ここでは年初の２カ月間に出展した主な展示会を報告する。

ENEX 2011 & Smart Energy Japan 2011
■2月8～10日

　東京ビッグサイトで開催された「ENEX 2011 
& Smart Energy Japan 2011」。
　日本テクノのブ－スでは、高度な電気保安サー
ビスと省エネ・省コスト化に貢献する「ESシステ
ムDNA」「電動バイク（ECOXYZA）」「エコキ
ュート」「太陽光発電システム」「エコテナント」
などが展示された。また、ブース内では、日本テ
クノが提供する環境情報番組「省エネの達人『企
業編』」の内容も映像を交えながら紹介した。
　展示会全体での 3日間の来場者数は、1万
2976名。このうち日本テクノのブースには、3
日間で3400名もの見学者が訪れた。ブースに
いる日本テクノ担当者と名刺交換をした見学者も
1248名を数えた。

■1月18～19日

　マイドーム大阪にて開催された近畿経済産業局主催の「省エネフェア2011」。
省エネフェアは、省エネ法に関する情報やESCO（省エネルギー支援サービス）など、
省エネの最新情報と機器・サービスを一同に集めた展示会。日本テクノは2010
年に引き続き2度目の出展となった。2日間の来場者数は1170名。日本テクノ
担当者と名刺交換した見学者は56名だった。

省エネフェア 2011

■1月19～20日

　池袋サンシャインシティで開催された「焼肉ビジネスフ
ェア2011」。業界関係者が集まる焼肉専門展示会。日
本テクノのブースでは、ERIA モニタをはじめ、焼肉店の
導入事例を紹介。2日間の来場者数は1万 3472 名。
1200名を超える見学者と名刺交換をした。

焼肉ビジネスフェア 2011

■1月21～22日

　名古屋市の吹上ホールで開催された株式会社光文堂主催の「2011エクセレント
プリンティングフェア」。2日間に2020社、8020名が来場した展示会。日本テ
クノのブースも、2日目の昼過ぎには、エコバッグ400個の配布が終了してしまう
ほどの人気だった。静岡から愛知、三重、岐阜、石川、富山まで2日間で47名
の見学者と名刺交換をした。

2011 エクセレントプリンティングフェア

■1月28～29日

　大阪マーチャンダイズ・マートで開催された株式会社モ
トヤ主催の「COLLABORATION FAIR 2011」。全国
から約50社の印刷関連企業が参加する展示会。日本テ
クノは2010年に引き続き2度目の出展。2日間の来
場者数は1200名。175名の見学者と名刺交換をした。

COLLABORATION FAIR 2011

■2月4～5日

　広島市中小企業会館総合展示館で開催された「ビジネスフェア中四国2011」。
出展社数は165社。初日は企業やバイヤー対象の商談がメイン、２日目が一般公
開。日本テクノのブースは食品加工業、小売業を主な対象としたつくり。初日のブ
ース見学者は60名。そのうち44名が名刺交換。２日目は、一般の来場者が多く
つめかけ200枚のエコバッグをすべて配布し、20名が名刺交換をした。

ビジネスフェア中四国 2011

■2月16～17日

　埼玉県の狭山市市民会館で開催された株式会社ユース主催の「第19回ユース
創立40周年記念 OA＆環境フェア2011」。OA＆環境フェアは、OA機器、環
境機器やMRO（企業で日常的に使うサプライ用品）商材など最新の商品が集まる
展示会。2日間の来場者数は592名。日本テクノのブースでは77名の見学者が
名刺交換をした。

第19回ユース創立40周年記念 OA＆環境フェア 2011
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「
太
陽
の
光
」
を
利
用
し
て
電
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
発
電
さ
せ
る
仕
組
み
が

「
太
陽
光
パ
ネ
ル
」
な
ら
ば
、「
太
陽
の

熱
」
を
利
用
し
て
お
湯
を
沸
か
す
仕
組

み
が
「
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
」
だ
。
大
気
中

に
は
季
節
に
関
係
な
く
、
目
に
見
え
な

い
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
存
在
す
る
。
エ
コ

キ
ュ
ー
ト
で
は
フ
ァ
ン
を
使
っ
て
大
気

を
取
り
込
み
、
熱
を
吸
収
す
る
力
を
持

つ
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
が
そ
の
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
圧
縮
機
に
運
ぶ
。
運
ば

れ
て
き
た
熱
を
電
気
の
力
を
使
っ
て
圧

縮
し
、
さ
ら
に
高
温
に
。
圧
縮
機
は
、

圧
力
を
か
け
て
短
時
間
で
食
材
を
調
理

す
る
圧
力
鍋
の
よ
う
な
も
の
。
高
温
に

な
っ
た
Ｃ
Ｏ
２

で
水
を
温
め
、
そ
の
お

湯
を
貯
湯
タ
ン
ク
に
蓄
え
る
。
Ｃ
Ｏ
２

は
低
温
に
戻
り
、
再
び
大
気
の
熱
を
吸

収
し
て
圧
縮
機
へ
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
を

繰
り
返
し
て
い
く
。
電
気
温
水
器
が
電

気
の
力
で
水
を
お
湯
に
し
て
い
く
の
に

対
し
て
、
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
は
も
と
も
と

あ
る
大
気
の
熱
を
圧
縮
し
て
、
そ
の
熱

で
お
湯
を
つ
く
る
の
で
、
消
費
電
力
は

３
分
の
１
程
度
で
済
む
わ
け
だ
。

　

こ
う
し
て
90
℃
ほ
ど
に
温
め
ら
れ
た

お
湯
は
貯
湯
タ
ン
ク
に
蓄
え
ら
れ
、
お

風
呂
の
給
湯
や
シ
ャ
ワ
ー
、
キ
ッ
チ
ン

な
ど
で
使
わ
れ
る
。
ま
た
、
エ
コ
キ
ュ

ー
ト
は
電
気
料
金
の
安
い
深
夜
帯
に
稼

働
さ
せ
、
お
湯
を
蓄
え
て
お
く
こ
と
が

多
い
。
蓄
え
た
お
湯
が
冷
め
て
し
ま
う

こ
と
は
な
い
の
か
と
い
う
声
も
よ
く
聞

か
れ
る
が
、
心
配
は
無
用
。
貯
湯
タ
ン

ク
は
大
き
な
魔
法
瓶
の
よ
う
な
も
の
。

断
熱
性
の
高
い
タ
ン
ク
の
中
で
保
温
さ

れ
た
お
湯
は
、
昼
間
や
夜
の
生
活
時
間

帯
に
用
途
に
合
わ
せ
て
温
度
調
整
を
し

て
供
給
で
き
る
の
だ
。
お
湯
が
不
足
し

た
場
合
に
は
、
沸
き
増
し
機
能
で
お
湯

の
追
加
も
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

　

最
近
で
は
、
日
々
の
使
用
量
を
自
動

的
に
覚
え
て
、
家
族
の
生
活
に
最
適
な

湯
量
を
沸
き
上
げ
る
「
学
習
機
能
」
が

つ
い
た
商
品
も
出
て
お
り
、
特
に
小
さ

な
子
ど
も
の
い
る
家
庭
な
ど
、
毎
日
の

生
活
サ
イ
ク
ル
が
あ
る
程
度
決
ま
っ
て

い
る
家
庭
で
は
こ
う
し
た
機
能
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
効
率
的
で
快
適
な
エ
コ

生
活
が
期
待
で
き
る
。

エコテナントユーザーレポート

東京・下北沢
ＳＳビル

株式会社 ホームイン

よ
う
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
テ
ナ
ン
ト
さ
ん
へ

の
電
気
料
金
の
請
求
業
務
に

し
て
も
、
私
は
そ
れ
ほ
ど
手

間
だ
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
す
」（
同
氏
）

　

そ
ん
な
石
塚
さ
ん
が
エ
コ

テ
ナ
ン
ト
の
導
入
に
動
い
た

の
は
、
テ
ナ
ン
ト
ご
と
に
設

置
さ
れ
る
子
メ
ー
タ
ー
の
交

換
時
期
が
あ
っ
た
か
ら
。
子

メ
ー
タ
ー
は
計
量
法
に
よ
っ

て
有
効
期
限
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
期
限
を
過
ぎ
た
も
の

は
使
用
で
き
な
い
決
ま
り
。

も
ち
ろ
ん
メ
ー
タ
ー
交
換
の

費
用
は
オ
ー
ナ
ー
負
担
と
な

る
。
そ
れ
が
エ
コ
テ
ナ
ン
ト

の
導
入
に
よ
り
す
べ
て
新
し

い
設
備
に
変
更
で
き
、
そ
の

後
の
設
備
更
新
に
気
を
患
わ

せ
る
必
要
も
な
く
な
る
。

　

同
ビ
ル
に
エ
コ
テ
ナ
ン
ト

が
導
入
さ
れ
た
の
は
２
０
０

９
年
11
月
だ
っ
た
。

　
「
新
し
い
子
メ
ー
タ
ー
に

交
換
で
き
る
と
い
う
の
が
導

入
の
一
番
の
理
由
で
し
た

が
、
各
テ
ナ
ン
ト
さ
ん
へ
の

電
気
料
金
の
請
求
業
務
が
な

く
な
っ
た
の
も
確
か
に
楽
で

す
ね
。
そ
れ
と
、
設
置
さ
れ

た
モ
ニ
タ
は
、
電
気
料
金
の

確
認
や
室
内
の
温
度
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
に
と
き
ど
き
利
用
し

て
い
ま
す
よ
」（
同
氏
）

　

演
劇
や
音
楽
な
ど
文
化
発

信
の
地
と
し
て
人
気
の
高
い

下
北
沢
。
小
田
急
線
と
井
の

頭
線
が
交
差
す
る
下
北
沢
駅

か
ら
徒
歩
３
分
ほ
ど
の
場
所

に
株
式
会
社
ホ
ー
ム
イ
ン
が

所
有
す
る
Ｓ
Ｓ
ビ
ル
は
あ

る
。
地
上
５
階
建
て
。
１
階

と
２
階
は
音
楽
ス
タ
ジ
オ
、

３
階
は
オ
フ
ィ
ス
、
４
階
は

日
焼
け
サ
ロ
ン
の
店
舗
、
５

階
は
同
社
オ
フ
ィ
ス
お
よ
び

オ
ー
ナ
ー
宅
と
し
て
使
用
す

る
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
だ
。

　

日
本
テ
ク
ノ
の
電
気
保
安

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
始
め
た

の
は
２
０
０
８
年
か
ら
。
そ

れ
ま
で
保
守
点
検
を
委
託
し

て
い
た
技
術
者
が
高
齢
の
た

め
引
退
す
る
こ
と
に
な
り
、

委
託
先
を
変
え
た
。
変
更
の

際
に
は
、
社
長
の
石
塚
昇
さ

ん
が
自
ら
連
絡
を
し
て
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
を
申
し
出
た
の

だ
と
い
う
。
石
塚
さ
ん
は
、

か
つ
て
日
本
テ
ク
ノ
の
営
業

担
当
者
が
訪
れ
た
と
き
の
説

明
用
資
料
を
保
管
し
て
お

り
、
そ
れ
を
頼
り
に
連
絡
を

と
っ
た
。
同
社
の
サ
ー
ビ
ス

を
多
少
な
り
と
も
気
に
掛
け

て
い
た
よ
う
だ
。

　
「
そ
れ
で
も
、
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
な
保
安
サ
ー
ビ
ス
だ
け

で
、
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
と
い
う

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

エコテナントの導入で
メーター交換の費用負担も解消 エコテナントのモニタを操作する社長の石

塚昇さん。モニタでは電気料金の確認のほ
か、室温などもチェックしている。

電気のスペシャリストが総動員
落雷による全停電でも翌日には営業再開

「
ま
さ
か
一
夜
で
復
旧
で
き
る
と
は

正
直
言
っ
て
驚
き
ま
し
た
」

　

２
０
１
０
年
７
月
26
日
19
時
18

分
、
同
施
設
が
落
雷
に
よ
る
停
電
に

見
舞
わ
れ
自
動
通
報
に
よ
り
日
本
テ

ク
ノ
監
視
セ
ン
タ
ー
に
伝
わ
っ
た
。

　

監
視
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
方
面
へ

の
緊
急
連
絡
と
と
も
に
、
東
京
電
力 

平
塚
支
社
へ
状
況
を
確
認
。
だ
が
詳

細
ま
で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
停
電

の
連
絡
を
受
け
た
電
気
管
理
技
術
者

の
内
山
健
男
は
現
場
に
急
行
す
る
。

　

外
出
先
で
知
ら
せ
を
聞
き
、
す
で

に
現
場
に
戻
っ
て
い
た
同
社
・
代
表

取
締
役
の
原
寿
美
さ
ん
は
、「
事
故

現
場
を
見
た
瞬
間
、
復
旧
ま
で
４
、

ら
れ
、
臨
時
の
発
電
機
を
導
入
す
れ

ば
、
翌
朝
に
仮
復
旧
で
き
る
メ
ド
が

た
っ
た
。
夜
を
徹
し
た
工
事
で
翌
27

日
早
朝
、
仮
復
旧
は
完
了
。
消
費
電

力
の
大
き
い
洗
車
機
以
外
の
す
べ
て

の
電
気
設
備
が
稼
働
し
た
。
営
業
は

通
常
よ
り
約
２
時
間
遅
れ
た
が
９
時

に
再
開
で
き
た
。「
お
客
様
に
迷
惑

は
掛
け
ら
れ
な
い
の
で
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
は
手
動
の
計
量
機
で
営
業

し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
で
す

が
、
ま
さ
か
一
夜
で
復
旧
で
き
る
と

は
…
…
。正
直
言
っ
て
驚
き
ま
し
た
。

駆
け
つ
け
て
く
れ
た
電
気
の
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
が
尽
力
し
て
く

だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
す
」と
原
さ
ん
。

　

な
お
電
気
工
事
、
部
品
交
換
、
発

電
機
の
リ
ー
ス
な
ど
今
回
の
復
旧
に

要
し
た
費
用
は
日
本
テ
ク
ノ
の
保
証

制
度
と
施
設
の
保
険
で
賄
え
、
経
済

面
の
負
担
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

ビル内と同様、清掃
が行き届いた屋上に
キュービクルは設置
されている。各テナ
ントの子メーターは
キュービクル裏側の
配電盤内に組み込ま
れている。

　
「
石
油
ス
ト
ー
ブ
で
油
も
れ
が

あ
っ
た
の
か
、
１
㍍
く
ら
い
の
高

さ
ま
で
燃
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
以
来
怖
く
て
使
わ
な
く

な
り
ま
し
た
」
と
英
正
さ
ん
。
こ

れ
を
心
配
し
た
娘
さ
ん
夫
婦
が

「
エ
コ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
く
れ
た
。「
今
で
は
と

て
も
安
心
で
安
全
。
よ
い
親
孝
行

を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
」
と
森
さ

ん
夫
妻
は
喜
ん
で
い
る
。

　

火
を
使
わ
な
い
生
活
で
特
に
大

き
な
変
化
は
台
所
。
エ
コ
キ
ュ
ー

ト
・
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

を
導
入
し
「
ボ
イ
ラ
ー
を
使
っ
て

い
た
と
き
は
、
臭
い
が
気
に
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
今
は
ま
っ
た
く

な
し
。油
の
こ
び
り
つ
き
も
な
く
、

掃
除
も
拭
く
だ
け
。
と
て
も
楽
で

清
潔
で
す
。
魚
焼
き
グ
リ
ル
も
臭

い
が
少
な
く
て
活
用
し
て
い
ま
す

よ
」と
奥
さ
ん
の
表
情
も
ゆ
る
む
。

　

一
方
、
英
正
さ
ん
の
日
課
は
太

陽
光
発
電
の
状
況
を
表
示
す
る
モ

ニ
タ
の
チ
ェ
ッ
ク
。「
ど
れ
だ
け

売
電
で
き
た
の
か
わ
か
る
の
が
い

い
で
す
ね
。
あ
と
消
費
電
力
の
数

値
で
何
に
電
気
を
使
っ
て
い
る
の

か
も
わ
か
る
。
そ
れ
で
消
し
忘
れ

が
な
い
か
確
認
で
き
ま
す
」
と
、

や
は
り
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
。
近
所

の
人
た
ち
に
も
生
活
の
変
化
に
つ

い
て
話
し
て
お
り
、
興
味
を
持
っ

た
人
た
ち
が
よ
く
見
学
に
訪
れ
る

と
い
う
。

　

森
さ
ん
宅
は
、
潮
風
の
影
響
を

受
け
る
地
域
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
は

潮
風
に
も
影
響
を
受
け
な
い
タ
イ

プ
の
も
の
を
選
択
し
、
エ
コ
キ
ュ

ー
ト
は
耐
重
塩
害
タ
イ
プ
の
も
の

を
設
置
し
て
い
る
。
そ
れ
で
光
熱

費
は
現
在
ほ
ぼ
０
円
（
２
０
１
０

年
12
月
で
は
消
費
電
力
量
が
１
９

６
㌔
㍗
時
で
７
６
３
２
円
の
支
出

だ
が
売
電
収
入
が
８
７
７
１
円
だ

っ
た
の
で
収
支
は
プ
ラ
ス
１
１
３

９
円
）。
日
照
時
間
が
少
し
短
い

地
域
な
が
ら
、
発
電
量
は
２
人
暮

ら
し
に
は
十
分
で
、
安
心
・
安
全

で
快
適
に
暮
ら
せ
て
い
る
と
い

う
。
ち
な
み
に
エ
コ
パ
ッ
ケ
ー
ジ

導
入
以
前
の
光
熱
費
は
月
平
均
約

１
万
８
０
０
０
円
だ
っ
た
。

　

森
さ
ん
宅
の
設
備
は
、
日
本
テ

ク
ノ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る

「
省
エ
ネ
設
備
改
善
」
の
コ
ー
ナ

ー
に
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
導
入
前
の
参
考

に
役
立
て
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
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太
陽
光
発
電
量
が
ち
ょ
う
ど
２
人
分

安
全
で
暮
ら
し
に
も
優
し
いエコパッ
ケ
ー
ジ

ド
キ
ュ
メ
ン
ト

代表取締役の原寿美さ
ん（右）と電気管理技
術者の内山健男。原さ
んは、内山との関係に
ついて「信頼関係で結
ばれている」と話す。
何かがあったときにす
ぐに駆けつけてくれる
安心感がうれしいとい
う。今では世間話も含
めお互いに良き相談相
手になっている。

５
日
は
か
か
る
だ
ろ
う
」
と
覚
悟
し

た
。
当
日
は
、
通
常
22
時
に
閉
店
す

る
と
こ
ろ
を
、
や
む
を
得
ず
早
じ
ま

い
。
不
安
に
か
ら
れ
な
が
ら
技
術
者

と
電
気
工
事
店
の
到
着
を
待
っ
た
。

　

工
事
店
や
技
術
者
の
内
山
が
到
着

す
る
と
、
す
ぐ
に
不
具
合
調
査
と
復

旧
工
事
の
準
備
を
開
始
。
点
検
の
結

果
、
Ｐ
Ａ
Ｓ
（
屋
外
用
高
圧
気
中
負

荷
開
閉
器
） 

な
ど
に
絶
縁
不
良
が
あ

り
、
高
圧
ケ
ー
ブ
ル
が
シ
ョ
ー
ト
し

て
い
た
こ
と
が
判
明
。
こ
れ
ら
の
交

換
で
送
電
が
可
能
と
判
断
さ
れ
た
。

復
旧
に
向
け
て
の
仮
設
工
事
が
進
め

エコキュート編

なぜお得？ エコキュートの仕組み

大きな魔法瓶で安心給湯

　

東
京
都
内
で
は
、
今
年
に
入
り
続
々

と
戸
別
太
陽
光
発
電
対
応
マ
ン
シ
ョ
ン

の
販
売
が
始
ま
っ
て
い
る
。
少
し
前
ま

で
は
オ
ー
ル
電
化
生
活
は
戸
建
住
宅
の

特
権
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
た
が
、
今

や
集
合
住
宅
で
も
積
極
的
な
導
入
が
進

ん
で
い
る
状
況
だ
。
と
り
わ
け
「
エ
コ

キ
ュ
ー
ト
」
は
オ
ー
ル
電
化
生
活
の
、

よ
り
効
率
的
、
経
済
的
な
ア
イ
テ
ム
と

し
て
、
最
近
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で

も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
、
実
際
に
導
入

す
る
と
な
ぜ
省
エ
ネ
に
な
る
の
か
。
そ

の
仕
組
み
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

エコキュートの仕組み

貯湯タンクユニットヒートポンプユニット

オール電化生活

わが家の

　

今
、
環
境
教
育
が
広
が
り
を
見
せ

て
い
る
。
単
に
環
境
に
関
す
る
知
識

を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
特

色
を
い
か
し
地
元
と
協
力
し
な
が
ら

授
業
を
進
め
た
り
、
企
業
が
出
張
し

て
授
業
を
す
る
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
取

り
組
み
も
多
数
あ
る
。
今
回
の
シ
リ

ー
ズ
第
１
回
は
こ
の
環
境
教
育
の
背

景
や
概
要
を
紹
介
。
次
回
か
ら
各
教

育
現
場
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

　
「
お
母
さ
ん
、
使
っ
て
い
な
い
部

屋
の
電
気
は
消
そ
う
ね
」。
わ
が
子

か
ら
こ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
、
ど

き
っ
と
し
た
経
験
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
昔
か
ら
挨
拶
や
言
葉
づ
か
い
な

ど
の
礼
儀
作
法
は
親
か
ら
子
へ
と
し

つ
け
ら
れ
て
き
た
。
節
電
・
節
水
な

ど
の
省
エ
ネ
意
識
も
同
様
で
、
日
ご

ろ
の
生
活
の
中
で
自
然
と
備
わ
っ
て

い
く
も
の
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
常
識
も
最
近
は

少
し
ず
つ
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
子
ど

も
た
ち
が
学
校
で
学
ん
だ
環
境
問
題

や
エ
コ
知
識
を
家
に
持
ち
帰
り
、
家

族
全
員
で
実
践
、
そ
ん
な
シ
チ
ュ
エ

ー
シ
ョ
ン
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。

　

世
界
的
な
環
境
意
識
の
高
ま
り
の

中
で
、
日
本
国
内
に
お
い
て
も
京
都

議
定
書
の
締
結
や
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト

開
催
、
２
０
１
０
年
に
は
名
古
屋
で

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
話
題

は
つ
き
な
い
。
教
育
分
野
で
も
幼
少

期
か
ら
の
継
続
的
な
環
境
教
育
の
重

要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

文
部
科
学
省
で
は
、
２
０
０
８
年

の
学
習
指
導
要
領
の
改
編
に
よ
り
、

小
学
校
で
は
今
年
４
月
よ
り
、
中
学

校
で
は
２
０
１
２
年
か
ら
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
環
境
関
連
の
充
実
を
必
須
項

目
と
し
て
加
え
た
。
具
体
的
に
は
小

学
校
で
は
理
科
、
社
会
、
総
合
的
な

学
習
の
各
教
科
に
お
い
て
、「
節
水

や
節
電
に
よ
る
資
源
の
有
効
利
用
」

「
環
境
に
配
慮
し
た
生
活
の
工
夫
」

な
ど
の
内
容
を
拡
充
。
中
学
校
で
は

さ
ら
に
、
環
境
保
護
の
た
め
の
科
学

的
思
考
力
や
基
礎
知
識
の
形
成
が
目

標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
企
業
に
と
っ
て
も
、
環

境
問
題
は
社
会
的
責
任
を
果
た
す
う

え
で
の
重
要
な
課
題
。
特
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
企
業
や
自
動
車
、
家
電
メ

ー
カ
ー
、
食
品
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
大

手
で
は
、
社
内
教
育
だ
け
で
な
く
、

小
・
中
学
生
向
け
の
出
張
授
業
や
企

業
見
学
、
教
材
提
供
な
ど
幅
広
い
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

環
境
省
の
環
境
教
育
・
環
境
学
習

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
学
習
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
」
を
見
る
と
、
企
業
の
環

境
教
育
へ
の
取
り
組
み
や
都
道
府
県

別
の
環
境
学
習
施
設
、
実
際
の
授
業

事
例
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
教
育
指

導
者
だ
け
で
な
く
一
般
社
会
人
が
見

て
も
有
用
で
総
合
的
な
情
報
が
提
供

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
文
部
科
学
省
や

経
済
産
業
省
な
ど
各
省
で
は
全
国
各

　

神
奈
川
県
厚
木
市
の
株
式
会
社 

原
商
会
が
経
営
す
る
「
カ

ー
ス
テ
ー
ジ
厚
木 

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」。
セ
ル
フ
ス
タ

ン
ド
が
増
え
る
中
、
心
の
こ
も
っ
た
接
客
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
と
し
て
市
民
の
カ
ー
ラ
イ
フ
を
支
え
る

存
在
だ
。
毎
日
、
地
元
の
ユ
ー
ザ
ー
を
中
心
に
多
く
の
人
が
利

用
す
る
が
、
電
気
が
止
ま
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
の
間
、
営
業
は

中
断
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

そ
ん
な
施
設
を
襲
っ
た
落
雷
事
故
。
停
電
か
ら
復
旧
に
至
る

ま
で
の
経
過
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

復旧工事により入れ替えたPAS。ほかにSOG
と高圧ケーブルも交換した。

株式会社 原商会「カーステージ厚木 サービ
スステーション」。

2010年 7月26日（月）
 19:18 停電事故発生
 19:30  監視センターより現

場の状況を調査
 21:20  電気管理技術者が連

絡を受け現場へ急行
 21:50  点検作業に加え工事

店が復旧作業開始

2010年 7月27日（火）
 7:00  2 台の発電機を導入

して仮復旧
 9:00 営業再開

2010年 7月29日（木）
 17:00 電気設備全復旧

事故発生から復旧まで

地
で
指
導
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修

会
を
開
催
す
る
な
ど
、
環
境
教
育
へ

の
支
援
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　

あ
る
小
学
校
で
は
、
毎
年
飛
来
す

る
ツ
バ
メ
の
観
察
を
通
し
て
環
境
保

全
を
学
ぶ
、
体
験
型
授
業
が
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
近
隣
地

域
の
自
然
環
境
に
触
れ
、
地
域
の

人
々
と
も
交
流
を
持
つ
こ
と
で
自
然

を
大
切
に
す
る
心
を
育
も
う
と
し
て

い
る
。

　

４
月
に
入
り
、
全
国
の
小
・
中
・

高
校
、
大
学
で
も
、
新
た
な
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
も
と
新
年
度
の
授
業
が
開

始
さ
れ
た
。
今
後
は
環
境
教
育
に
お

い
て
も
各
校
で
ま
す
ま
す
バ
ラ
エ
テ

ィ
に
富
ん
だ
授
業
が
展
開
さ
れ
て
い

く
だ
ろ
う
。
文
化
や
気
候
の
違
い
な

ど
地
域
の
特
色
を
い
か
し
た
取
り
組

み
も
期
待
で
き
る
。
次
回
か
ら
、
そ

う
し
た
環
境
教
育
の
現
場
を
個
別
に

紹
介
し
て
い
く
。

教育現場からの情報発信
子の背中を見て学ぶエコ 【

第
一
回
】
　高
ま
る
環
境
教
育
へ
の
意
識

シリーズ

圧縮機

膨張弁

空気熱
交換器

貯
湯
タ
ン
ク

給
水

給
湯

この中にCO2
が入っている

CO2を圧縮して高温に

大気の熱を吸収

圧縮されたCO2
をもとに戻す 水を温めお湯に

水熱
交換器

▲中央が森さん宅。海に面
した潮風の影響を受けや
すい場所。 発電量などが
表示されるモニタを見る森
英正さんと IHクッキング
ヒーター使用中の奥さん。

　

静
岡
県
下
田
市
、
漁
港
の
町
に
暮
ら
す
森
英
正
さ
ん
夫
妻
の
自
宅
に
、

２
０
１
０
年
10
月
、日
本
テ
ク
ノ
Ｓ
Ｇ
事
業
部
の
メ
イ
ン
商
材
で
あ
る「
エ

コ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
が
設
置
さ
れ
た
。
太
陽
光
発
電
と
オ
ー
ル
電
化
を
セ
ッ

ト
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
。
夫
婦
と
も
に
80
歳
を
越
え
た
２
人
暮
ら
し
の
長
寿

世
帯
に
、
安
心
・
安
全
そ
れ
に
経
済
的
負
担
軽
減
と
い
う
変
化
が
訪
れ
た
。

たんぼう

http://econews.jp/newspaper/education/index.html
http://www.eco-tenant.jp/
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「SMARTMETER」
（スマートメーター）

※「SMARTMETER」（スマートメーター）は日本テクノ（株）の登録商標です。

導入事例

削
減

電　力
使用量

　

昔
な
が
ら
の
素
朴
な
味
と

丸
い
形
が
特
徴
の
佐
賀
を
代

表
す
る
銘
菓
、
丸
ボ
ー
ロ
。

佐
賀
県
佐
賀
市
に
あ
る
本
村

製
菓 

株
式
会
社
は
こ
の
丸

ボ
ー
ロ
を
は
じ
め
ク
ッ
キ
ー

や
パ
イ
な
ど
の
菓
子
類
を
製

造
す
る
企
業
。
丸
ボ
ー
ロ
の

生
産
量
は
日
本
一
。「
全
国

菓
子
大
博
覧
会
」
で
金
賞
を

受
賞
す
る
な
ど
全
国
で
も
幅

広
い
人
気
を
誇
る
商
品
だ
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
導
入
は
２
０

０
９
年
11
月
。
そ
れ
ま
で
は

っ
き
り
と
し
た
結
果
が
出
せ

な
か
っ
た
省
エ
ネ
活
動
だ
が

導
入
を
機
に
本
格
的
な
取
り

組
み
を
開
始
し
た
。
そ
の
成

果
は
、契
約
電
力
21
㌔
㍗
減
、

使
用
量
も
約
１
割
減
と
い
う

確
か
な
も
の
だ
っ
た
。

　

中
心
と
な
っ
て
活
動
を
進

め
た
の
は
品
質
保
証
室
長
の

岩
本
孝
義
さ
ん
。
省
エ
ネ
の

取
り
組
み
は
多
数
実
施
し
た

が
、
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の

は
製
造
シ
フ
ト
の
見
直
し
。

ま
ず
岩
本
さ
ん
は
、
デ
マ
ン

ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
１
日
の
人
の
動
き
と
、
製

造
過
程
に
お
け
る
電
気
の
使

用
状
況
を
分
析
し
た
。

　
「
以
前
は
朝
一
番
に
２
台

あ
る
オ
ー
ブ
ン
の
予
熱
を
同

時
始
動
し
て
い
て
、
そ
の
時

デ
マ
ン
ド
の
ピ
ー
ク
が
出
て

い
ま
し
た
」（
同
氏
）

　

だ
が
、
オ
ー
ブ
ン
の
予
熱

時
間
や
焼
き
時
間
は
商
品
に

よ
っ
て
多
少
異
な
る
。
岩
本

さ
ん
は
こ
の
時
間
差
に
着
目

し
、
２
つ
の
製
造
ラ
イ
ン
の

作
業
開
始
時
間
を
調
整
し
て

オ
ー
ブ
ン
立
ち
上
げ
時
間
を

ず
ら
し
ピ
ー
ク
抑
制
に
つ
な

げ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
オ

ー
ブ
ン
の
立
ち
上
げ
と
同
時

に
電
源
を
入
れ
て
い
た
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ア
や
包
装
用
機
器

を
、
進
行
に
合
わ
せ
て
起
動

さ
せ
る
よ
う
徹
底
。
さ
ら
に

作
業
に
合
わ
せ
ラ
イ
ン
ご
と

に
異
な
っ
て
い
た
昼
休
み
の

時
間
を
統
一
す
る
こ
と
で
、

工
場
と
休
憩
室
の
両
方
に
空

き
の
時
間
が
で
き
、
電
力
の

使
用
を
削
減
さ
せ
た
。

　

今
で
は
岩
本
さ
ん
の
取
り

組
み
が
全
社
的
な
省
エ
ネ
意

識
と
し
て
浸
透
し
て
い
る
。

焼き上がった製品が冷却され
るベルトコンベア。

電
気
の
使
用
状
況
を

詳
細
に
把
握
・
分
析
し

製
造
シ
フ
ト
見
直
し
に
着
手

佐賀県佐賀市金立町金立1544
TEL　0952（98）3659
URL　http://www.e-marubouro.com/
設立●1953 年
従業員数● 35 名
業務内容●菓子製造

本村製菓 株式会社

本
村
製
菓 

株
式
会
社

（2009年12月～2010年11月）
10.3%

　

福
岡
県
福
岡
市
に
あ
る
佐

田
整
形
外
科
病
院
は
、
地
元

で
も
有
名
な
ス
ポ
ー
ツ
に
特

化
し
た
整
形
外
科
診
療
施

設
。
４
階
建
て
の
ビ
ル
内
に

診
療
室
、
オ
ペ
室
、
リ
ハ
ビ

リ
室
な
ど
の
設
備
が
そ
ろ

い
、
入
院
患
者
も
多
く
受
け

入
れ
て
い
る
。
併
設
す
る
Ｓ

Ａ
Ｔ
Ａ
ス
ポ
ー
ツ
医
学
研
究

所
で
は
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
や
子

ど
も
向
け
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な

ど
、
病
院
と
連
携
し
た
サ
ポ

ー
ト
体
制
も
整
え
る
。

　

同
院
で
は
、
６
年
ほ
ど
前

か
ら
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
取

得
に
向
け
て
環
境
委
員
会
を

発
足
し
、
省
エ
ネ
活
動
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
事
務
部
長

の
結
果
が
出
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
ひ
と
と
お
り
考
え

つ
く
こ
と
を
や
っ
て
し
ま
う

と
、
結
果
を
出
し
続
け
る
こ

と
は
難
し
か
っ
た
」と
話
す
。

　

そ
こ
で
、
停
滞
し
か
け
て

い
た
省
エ
ネ
活
動
を
一
歩
前

進
さ
せ
た
い
気
持
ち
も
あ
り

２
０
０
９
年
６
月
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ａ
を
導
入
。

　

導
入
後
は
早
速
デ
マ
ン
ド

閲
覧
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

毎
月
の
使
用
量
を
数
値
化
。

院
内
の
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
を

使
い
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
情

報
を
共
有
し
た
。
各
部
署
の

環
境
委
員
は
数
字
を
も
と
に

問
題
点
を
話
し
合
い
、
病
院

全
体
で
具
体
的
な
目
標
を
決

め
て
取
り
組
ん
だ
。
事
務
所

フ
ロ
ア
は
廊
下
の
照
明
と
空

調
を
止
め
る
、
支
障
の
な
い

部
分
の
電
灯
は
間
引
き
で
使

用
、
無
駄
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

ス
タ
ッ
フ
の
院
内
見
回
り
な

ど
活
動
は
活
性
化
し
て
い
っ

た
。
結
果
、
導
入
後
１
年
間

で
、
前
年
比
８
・
３
％
の
使

用
量
減
を
導
き
出
せ
た
。

電
気
の「
見
え
る
化
」で

停
滞
し
か
け
た

省
エ
ネ
活
動
を
活
性
化

福岡県福岡市城南区神松寺 2-19-2
TEL　092（864）6556
URL　http://www.sata-sports.or.jp/
設立●1984 年
従業員数●100 名
業務内容●整形外科診療

医療法人社団 正樹会　佐田整形外科病院

医
療
法
人
社
団 

正
樹
会

　佐
田
整
形
外
科
病
院

　

創
業
以
来
一
貫
し
て
精
密

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
射
出
成
形

に
携
わ
る
大
阪
府
東
大
阪
市

の
株
式
会
社
キ
ム
ラ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ス
。
２
０
０
８
年
に

新
工
場
に
移
転
し
た
際
、
製

造
機
器
の
大
幅
増
設
で
電
力

使
用
量
の
対
前
年
比
は
増
加

し
た
。
だ
が
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
用

い
た
省
エ
ネ
活
動
な
ど
で
契

約
電
力
で
は
逆
に
13
㌔
㍗
を

削
減
。
電
気
代
も
ほ
ぼ
横
ば

い
を
保
っ
て
い
る
。

　

こ
の
成
果
に
欠
か
せ
な
い

要
因
は
既
成
概
念
に
と
ら
わ

れ
な
い
代
表
取
締
役
専
務
の

木
村
克
己
さ
ん
の
創
意
工
夫

だ
っ
た
。
通
常
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
加
工
に
お
い
て
室
温
の

変
化
は
品
質
に
影
響
す
る
。

そ
の
た
め
空
調
の
稼
働
は
不

可
欠
だ
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
以
前
の
同
社
工
場
内
も

機
器
か
ら
の
排
熱
で
室
温
が

高
く
な
り
、
空
調
を
稼
働
し

て
も
30
℃
、
稼
働
し
な
け
れ

ば
45
℃
に
も
達
し
て
い
た
。

そ
こ
で
北
側
に
２
台
、
南
側

に
３
台
、
計
５
台
の
空
調
が

常
に
稼
働
を
続
け
て
い
た
。

　

だ
が
、
木
村
さ
ん
は
空
調

に
頼
ら
ず
、
機
器
の
排
熱
に

影
響
さ
れ
な
い
業
務
空
間
を

つ
く
ろ
う
と
考
え
る
。
き
っ

か
け
は
、
外
の
風
に
触
れ
た

と
き
の
冷
た
さ
だ
っ
た
。
こ

の
風
は
空
調
の
代
わ
り
に
使

え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

利
用
し
た
の
は
換
気
扇
。

南
側
の
窓
に
14
台
の
換
気
扇

を
並
べ
排
熱
を
追
い
出
し
、

次
に
北
側
の
窓
を
開
け
て
冷

風
を
取
り
込
ん
だ
。
す
る
と

窓
の
開
閉
量
を
調
節
す
る
こ

と
で
、
外
気
温
が
低
く
て
も

理
想
と
し
て
い
た
30
℃
前
後

が
維
持
で
き
た
。
外
気
が
30

℃
を
超
え
る
夏
場
も
、
北
側

の
空
調
２
台
の
み
の
稼
働
と

南
側
の
換
気
扇
の
併
用
で
室

温
は
一
定
に
な
っ
た
。「
脱
・

空
調
」
に
成
功
し
た
木
村
さ

ん
。
現
在
も
次
な
る
試
行
錯

誤
の
た
め
、
デ
マ
ン
ド
閲
覧

サ
ー
ビ
ス
の
画
面
を
毎
日
の

よ
う
に
確
認
し
て
い
る
。

「
脱
・
空
調
」
は
可
能
か
？

排
熱
に
影
響
さ
れ
な
い

業
務
空
間
のつ
く
り
方大阪府東大阪市平野屋 2-8-18

TEL　072（807）8880
URL　http://kimura-plastics.co.jp/
設立●1969 年5月
従業員数● 24 名（派遣社員含む）
業務内容●精密プラスチック射出成形

株式会社 キムラプラスチックス

株
式
会
社 

キ
ム
ラ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス

省
エ
ネ
活
動
の
波
及
効
果
は
、

作
業
効
率
の
向
上
や

製
造
ロ
ス
の
減
少
な
ど
広
範
に

削
減

増
加

削
減

削
減

神奈川県相模原市中央区田名塩田1-15-7
TEL　042（778）6660
設立●1976 年11月
従業員数● 80 名
業務内容●自動車部品ほか部品等の
旋盤加工および組立仕上げ

株式会社 ツタ　グリンピア工場

株
式
会
社 

ツ
タ

　グ
リ
ン
ピ
ア
工
場

（2010年1月～2010年12月）

（2009年7月～2010年6月）

契約
電力

電　力
使用量

電　力
使用量

電　力
使用量

8.3%

10.7%
13kW

21kW

29kW

　
「
何
も
知
識
が
な
い
ま
ま
、

言
わ
れ
た
こ
と
を
や
っ
て
い

る
だ
け
で
は
楽
し
く
あ
り
ま

せ
ん
し
、
や
る
気
も
出
ま
せ

ん
。
電
気
は
目
に
見
え
な
い

か
ら
こ
そ
、
き
ち
ん
と
数
字

を
出
し
、
自
分
た
ち
の
行
動

が
そ
の
数
字
を
ど
う
変
化
さ

せ
る
の
か
、
見
せ
て
あ
げ
る

必
要
が
あ
る
の
で
す
」
と
語

る
の
は
、
医
療
法
人
社
団 

踏
青
会 

介
護
老
人
保
健
施

設 

千
の
星
・
松
戸
で
事
務

長
を
務
め
る
関
智
之
さ
ん
。

千
の
星
・
松
戸
は
デ
イ
ケ
ア

や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
も
受
け

入
れ
る
総
合
的
な
介
護
施

設
。
千
葉
県
内
を
中
心
に
神

奈
川
県
や
茨
城
県
に
も
関
連

病
院
な
ど
を
持
つ
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
導
入
で
ま
ず

徹
底
し
た
の
は
ス
タ
ッ
フ
に

省
エ
ネ
の
取
り
組
み
を
周
知

さ
せ
る
こ
と
だ
っ
た
。
施
設

内
の
電
気
代
は
ど
れ
く
ら
い

で
、
そ
れ
が
前
年
と
比
較
し

て
増
え
て
い
る
の
か
、
減
っ

て
い
る
の
か
。
掲
示
板
に
貼

り
出
し
て
、
全
員
で
情
報
を

共
有
し
た
。
ま
た
、
日
本
テ

ク
ノ
の
担
当
者
が
講
師
と
な

り
、
電
気
料
金
の
仕
組
み
な

ど
の
知
識
や
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
活

用
方
法
に
つ
い
て
勉
強
会
も

実
施
し
た
。

　

知
識
を
吸
収
し
、
省
エ
ネ

成
果
の
情
報
も
共
有
で
き
た

ス
タ
ッ
フ
は
、
互
い
に
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
う
よ
う
に
な

っ
て
い
く
。
人
の
い
な
い
場

所
で
の
消
灯
の
徹
底
、
消
し

忘
れ
を
防
ぐ
た
め
の
空
調
の

タ
イ
マ
ー
使
用
、
夏
場
に
室

温
を
下
げ
る
効
果
が
あ
る
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
（
ゴ
ー
ヤ

を
栽
培
し
て
壁
に
沿
わ
せ
日

差
し
の
熱
を
さ
え
ぎ
る
）
の

設
置
…
…
。
そ
う
し
た
入
所

者
へ
の
気
配
り
も
忘
れ
な
い

さ
ま
ざ
ま
な
省
エ
ネ
活
動
を

実
践
し
て
い
っ
た
。

　

そ
の
成
果
は
、
導
入
後
１

年
間
で
使
用
量
を
約
６
万
㌔

㍗
時
減
、
契
約
電
力
は
28
㌔

㍗
減
、
電
気
代
に
し
て
約
３

４
０
万
円
も
の
削
減
に
つ
な

が
っ
た
。

知
識
と
取
り
組
み
の
成
果

そ
の
情
報
の
共
有
で

高
い
省
エ
ネ
意
識
が
浸
透

千葉県松戸市串崎新田189-4
TEL 047（394）7811
URL　http://www.toseikai.or.jp/matsudo/
設立●2006年 9月
従業員数●80名
業務内容●介護老人保健施設

医療法人社団 踏青会 介護老人保健施設 千の星・松戸

医
療
法
人
社
団 

踏
青
会 

介
護
老
人
保
健
施
設 

千
の
星
・
松
戸

（2009年4月～2010年3月）

削
減

削
減7.9%

28kW

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
は
船
の
羅
針
盤

省
エ
ネ
活
動
の
現
在
地
と

ゴ
ー
ル
ま
で
の
道
の
り
が
明
確
に

削
減

削
減 80kW43kW

　

株
式
会
社
ね
ぼ
け
が
運
営

す
る
梵
珠
庵
（
ぼ
ん
じ
ゅ
あ

ん
） 

ひ
た
ち
な
か
店
。和
食
・

中
華
・
ア
ジ
ア
ン
料
理
を
中

心
と
し
た
創
作
料
理
の
提
供

で
リ
ピ
ー
タ
ー
を
集
め
る
人

気
店
だ
。
全
１
３
６
席
、
２

名
専
用
の
個
室
か
ら
最
大
50

名
ま
で
対
応
で
き
る
宴
会
席

を
備
え
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
導
入
し
た
当

初
、
代
表
取
締
役
社
長
の
鶴

木
聖
子
さ
ん
は
、
待
機
電
力

に
着
目
し
、
閉
店
後
に
炊
飯

器
、
オ
ー
ブ
ン
、
ト
イ
レ
の

便
座
、
セ
ン
サ
ー
式
水
道
と

い
っ
た
使
用
し
な
い
コ
ン
セ

ン
ト
を
す
べ
て
抜
い
た
。
そ

れ
を
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
「
省
エ
ネ

効
果
診
断
機
能
」
で
確
認
す

る
と
２
㌔
㍗
の
削
減
に
な
っ

て
い
た
。
削
減
量
は
そ
れ
ほ

ど
大
き
く
な
い
が
、
そ
れ
が

毎
日
積
み
重
な
る
こ
と
を
考

え
、
決
し
て
お
ろ
そ
か
に
は

で
き
な
い
こ
と
を
悟
っ
た
。

さ
っ
そ
く
鶴
木
さ
ん
は
、
そ

の
結
果
を
翌
日
の
朝
礼
で
ス

タ
ッ
フ
に
伝
え
、
省
エ
ネ
活

動
へ
の
協
力
を
訴
え
た
。

　

そ
の
後
は
、
来
客
状
況
に

合
わ
せ
た
空
調
管
理
か
ら
細

か
な
ス
イ
ッ
チ
の
入
り
切
り

ま
で
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
協
力

し
て
取
り
組
む
よ
う
に
な

り
、
そ
の
効
果
は
す
ぐ
に
Ｅ

Ｒ
Ｉ
Ａ
に
示
さ
れ
た
。
そ
れ

が
励
み
と
な
り
、
さ
ら
に
活

動
が
進
む
と
い
う
好
循
環
が

生
ま
れ
る
。

　
「
当
社
は
３
店
舗
を
経
営

し
て
お
り
、
一
つ
の
目
標
を

掲
げ
た
ら
全
員
が
同
じ
方

向
を
向
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
な
い
と
、
ま
わ

り
道
に
な
り
、
最
悪
の
場
合

は
目
標
を
見
失
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
点
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ

は
省
エ
ネ
の
道
し
る
べ
と
な

り
、
現
在
地
と
目
標
ま
で
の

道
の
り
を
示
し
て
く
れ
る
。

お
か
げ
で
迷
う
こ
と
な
く
、

成
果
が
出
せ
ま
し
た
。
ま
る

で
船
の
羅
針
盤
の
よ
う
で
す

ね
」（
同
氏
）　

社長の鶴木聖子さん。

茨城県ひたちなか市高野1728-2
TEL　029（285）8118
URL　http://www.tokutoku-navi.jp/usr/bonjyu/
設立●1992年
従業員数●20名（梵珠庵ひたちなか店）
業務内容●飲食店

株式会社 ねぼけ　梵珠庵ひたちなか店

　

栃
木
県
芳
賀
郡
に
あ
る
株

式
会
社
オ
ー
ト
テ
ク
ニ
ッ
ク

ジ
ャ
パ
ン
。
株
式
会
社 

本

田
技
術
研
究
所
の
開
発
業
務

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
走

行
テ
ス
ト
や
品
質
管
理
な
ど

商
品
開
発
分
野
の
さ
ま
ざ
ま

な
業
務
を
受
託
し
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
導
入
は
２
０

０
９
年
７
月
。
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
に
端
を
発
し
た
不
況

の
波
を
克
服
す
る
た
め
、
徹

底
し
た
経
費
削
減
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
状
況
下
。
ま
ず
取

り
組
ん
だ
の
が
デ
マ
ン
ド
管

理
に
よ
る
契
約
電
力
の
削
減

だ
っ
た
。
総
務
課
長
の
渡
辺

清
さ
ん
が
エ
コ
リ
ー
ダ
ー
と

な
り
、
デ
マ
ン
ド
警
報
が
鳴

る
度
に
空
調
を
切
り
対
応
し

た
。
そ
う
し
て
２
０
０
９
年

夏
を
乗
り
切
り
、
契
約
電
力

は
19
㌔
㍗
削
減
で
き
た
。

　

次
の
課
題
は
全
体
的
な
電

気
使
用
量
の
削
減
。
デ
マ
ン

ド
抑
制
で
電
気
使
用
量
に
占

め
る
空
調
の
割
合
が
大
き
い

こ
と
に
気
づ
い
た
渡
辺
さ
ん

は
、
そ
れ
ま
で
無
作
為
に
設

定
温
度
が
変
更
さ
れ
て
い
た

状
況
を
見
て
、
温
度
の
「
固

定
化
」
を
思
い
つ
く
。
そ
こ

で
フ
ロ
ア
各
所
に
温
度
計
を

設
置
し
、
大
多
数
の
人
が
不

快
に
感
じ
な
い
設
定
値
を
調

べ
、
そ
の
数
値
で
設
定
が
固

定
さ
れ
る
よ
う
メ
ー
カ
ー
に

依
頼
。
実
際
の
室
温
は
夏
は

27
〜
28
℃
、
冬
は
20
℃
前
後

に
保
た
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
ほ
か
蛍
光
灯
の
間

引
き
や
不
必
要
な
照
明
の
消

灯
な
ど
を
徹
底
し
、
電
気
使

用
量
も
９
・
７
％
の
削
減
を

達
成
。
加
え
て
契
約
電
力
も

さ
ら
に
２
㌔
㍗
減
ら
し
合
計

21
㌔
㍗
の
削
減
が
で
き
た
。

　
「
社
内
全
体
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
デ
マ
ン
ド
の
グ

ラ
フ
を
全
員
で
閲
覧
で
き
る

よ
う
に
し
た
り
掲
示
板
に
貼

り
出
し
た
り
、
成
果
が
み
ん

な
に
見
え
る
よ
う
に
し
て
い

る
ん
で
す
。
が
ん
ば
り
が
見

え
れ
ば
、
み
ん
な
協
力
を
惜

し
み
ま
せ
ん
ね
」（
同
氏
）

空
調
の
設
定
温
度
を
固
定

社
内
の
協
力
を
促
し
た

成
果
の「
見
え
る
化
」栃木県芳賀郡芳賀町大字下高根沢4518-14

TEL　028（677）2671（代）
URL　http://www.autotechnic.co.jp/
設立●1982年 7月／従業員数●900名
（常駐 100 名）／業務内容●ホンダ製品
全般にわたる研究開発・品質保証サポート

株式会社 オートテクニックジャパン

9.7%

8.8%

21kW

10kW

株
式
会
社 

オ
ー
ト
テ
ク
ニ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン

　

群
馬
県
高
崎
市
に
あ
る

「
パ
チ
ン
コ
ビ
ッ
ク
つ
ば
め

高
崎
店
」
は
１
万
８
６
６
６

平
方
㍍
の
敷
地
に
９
９
９
台

の
パ
チ
ン
コ
、
ス
ロ
ッ
ト
台

が
そ
ろ
う
県
内
最
大
規
模
の

大
型
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
パ

ー
ラ
ー
。
福
島
県
を
中
心
に

10
店
舗
の
パ
チ
ン
コ
店
を
展

開
す
る
株
式
会
社 

中
原
商

事
が
運
営
す
る
施
設
だ
。

　

同
店
の
省
エ
ネ
活
動
は
、

店
舗
責
任
者
で
店
長
の
稲
葉

崇
さ
ん
の
指
示
の
も
と
、
営

業
の
永
田
錫
銀
さ
ん
と
主
任

の
田
中
直
人
さ
ん
の
２
人
が

リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
「
デ
マ
ン
ド
閲
覧
サ
ー
ビ

も
臨
機
応
変
に
変
え
て
い
っ

た
。
そ
う
し
て
ピ
ー
ク
を
分

散
さ
せ
、
そ
の
ほ
か
空
調
設

備
な
ど
の
稼
働
に
も
同
様
の

工
夫
を
こ
ら
し
た
結
果
、
契

約
電
力
は
80
㌔
㍗
の
大
幅

減
。
年
間
の
電
気
料
金
は
２

０
０
万
円
以
上
も
の
コ
ス
ト

削
減
に
成
功
し
た
。

外
灯
の
一
斉
点
灯
か
ら

時
間
差
点
灯
に
切
り
替
え

ピ
ー
ク
分
散
で
最
大
値
抑
制

群馬県高崎市江木町310-4
TEL　027（310）7401
URL　http://www.bigtsubame.com/
設立● 2005 年 4月
従業員数●約70名
業務内容●アミューズメントパーラー

　中
原
商
事 

パ
チ
ン
コ
ビ
ッ
ク
つ
ば
め 

高
崎
店

日本テクノの主力商品「SMARTMETER」（スマートメーター）ERIA（以下、ＥＲＩＡ）を導入している企業の
「デイリー・ナチュラリー・アクション（日々の自然な行動）」にスポットを当てる導入事例集。
今回は、群馬、栃木、茨城、千葉、神奈川、大阪、福岡、佐賀の各地ユーザーの取り組みを紹介していく。
なお、各社電力使用量の削減数値は、特に記載があるもの以外（ ）内に示した期間の月平均の前年同月比の値。

株式会社キムラプラスチックス 総務課長の渡辺清さん。

医療法人社団 正樹会 佐田整形外科病院

と
で
夏
場
の
室
温
を
下
げ
る

工
夫
や
、
デ
マ
ン
ド
の
グ
ラ

フ
か
ら
判
断
し
て
ピ
ー
ク
時

に
同
時
稼
働
し
て
い
た
機
器

を
分
散
稼
働
さ
せ
る
と
い
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。

　

中
で
も
消
費
電
力
の
削
減

だ
け
で
は
な
く
作
業
効
率
の

向
上
な
ど
波
及
効
果
が
大
き

か
っ
た
の
は
、
検
品
や
出
荷

準
備
を
行
う
作
業
場
の
照
明

機
器
の
改
善
だ
っ
た
。
以
前

の
作
業
場
で
は
、
照
明
は
高

い
天
井
に
設
置
さ
れ
た
蛍
光

灯
を
利
用
し
て
い
た
。
こ
れ

を
蔦
さ
ん
は
、
蛍
光
灯
の
吊

　

神
奈
川
県
相
模
原
市
に
あ

る
株
式
会
社
ツ
タ
は
、
継
手

や
ジ
ョ
イ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る

部
品
の
加
工
・
製
造
を
行
う

企
業
。
主
に
、
上
水
道
、
自

動
車
、
産
業
用
機
器
な
ど
約

５
０
０
０
品
種
の
継
手
を
製

造
し
て
い
る
。

　

省
エ
ネ
活
動
を
始
め
た
の

は
２
０
０
７
年
。
当
初
は
コ

ス
ト
削
減
が
目
的
だ
っ
た

が
、
そ
の
効
果
は
作
業
効
率

の
向
上
や
製
造
ロ
ス
の
減
少

に
ま
で
波
及
。
２
０
０
８
年

７
月
に
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
導
入

し
、
活
動
は
さ
ら
に
進
化
し

て
い
っ
た
。

　

省
エ
ネ
活
動
の
陣
頭
指
揮

を
と
る
の
は
専
務
取
締
役
の

蔦
良
仁
さ
ん
。
屋
根
の
上
に

熱
を
吸
収
し
な
い
石
こ
う
ボ

ー
ド
を
敷
き
二
層
に
す
る
こ

り
下
げ
位
置
を
低
く
し
て

手
元
に
近
づ
け
る
と
と
も

に
、
２
本
セ
ッ
ト
で
設
置
さ

れ
て
い
た
蛍
光
灯
を
反
射
板

付
き
の
蛍
光
灯
１
本
に
変
更

す
る
。
さ
ら
に
作
業
机
全
体

を
明
る
く
照
ら
す
照
明
も
備

え
付
け
た
。
こ
う
し
て
以
前

よ
り
少
な
い
電
力
使
用
量
で

照
度
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
れ
に
よ
り
手
元
が
暗

か
っ
た
以
前
に
比
べ
検
品
効

率
は
格
段
に
向
上
し
て
い

く
。
さ
ら
に
不
具
合
の
早
期

発
見
は
、
品
質
保
持
や
製
造

ロ
ス
の
削
減
に
も
つ
な
が
っ

て
い
っ
た
。

契約
電力

契約
電力

契約
電力

ス
で
電
力
使
用
グ
ラ
フ
を
確

認
す
る
と
、
毎
日
夕
方
の
５

〜
７
時
の
間
に
ピ
ー
ク
に
達

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
」（
永
田
さ
ん
）

　

こ
の
時
間
帯
は
、
外
が
暗

く
な
り
駐
車
場
の
外
灯
を
つ

け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
一
致
す

る
。電
気
の
使
用
状
況
が「
見

え
る
化
」
さ
れ
、
原
因
が
わ

か
っ
た
こ
と
で
、
す
ぐ
に
対

策
が
講
じ
ら
れ
た
。

　
「
そ
れ
ま
で
は
外
灯
を
一

斉
に
点
灯
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
時
間
を
ず
ら
し
な
が

ら
つ
け
て
い
く
や
り
方
に
変

え
た
ん
で
す
」（
田
中
さ
ん
）

　

ま
ず
は
夕
方
５
時
に
、
日

陰
に
な
り
や
す
い
店
舗
裏
側

と
立
体
駐
車
場
の
外
灯
を
つ

け
、
そ
の
後
、
店
舗
表
側
の

照
明
、
最
後
に
ア
ッ
プ
ラ
イ

ト
な
ど
の
間
接
照
明
の
順
番

に
点
灯
し
て
い
く
。
さ
ら
に

ミ
ス
を
防
ぐ
た
め
ス
イ
ッ
チ

に
も
点
灯
の
番
号
を
記
し
た

シ
ー
ル
を
貼
り
、
そ
の
日
の

天
気
な
ど
に
応
じ
て
点
灯
順

（2010年1月～2010年12月）

（ 2009年9月～2010年2月
※導入前07～08年比）

介護老人保健施設 千の星・松戸

オートテクニックジャパン

千の星・松戸

佐田整形外科病院

キムラプラスチックス

梵珠庵ひたちなか店

パチンコビックつばめ高崎店

ツタ グリンピア工場

本村製菓

削
減

削
減

削
減

契約
電力

契約電力契約電力

契約
電力

削
減

電　力
使用量

株
式

会
社 

株
式
会
社 

ね
ぼ
け

　梵
珠
庵
ひ
た
ち
な
か
店

　中原商事 パチンコビックつばめ 高崎店株式
会社

削
減

電　力
使用量

パチンコビックつばめ 高崎店

点灯する順番がわかるように各ス
イッチに番号を記したシールを貼っ
ている。

入所者もグリーンカーテンの成
長する姿を楽しみにしている。

専務取締役の蔦良仁さん。

代表取締役専務の木村克己さん。

院長の佐田正二郎さん（前列）と後
列右から事務部長の大家一之さん、
環境委員会副委員長の高木千恵さ
ん、同委員長の井ノ上諒さん。

の
大
家
一
之
さ
ん
は

そ
の
活
動
を
振
り
返

り
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
取
得
に

向
け
て
、
省
エ
ネ
活

動
を
始
め
た
当
初

は
、
と
り
あ
え
ず
電

気
を
使
わ
な
い
よ
う

に
す
れ
ば
あ
る
程
度

品質保証室長の岩本孝義さん。



（ 8 ）環 境 市 場 新 聞 ２０１１年 （平成２３年） 春季　【季刊】

※ 内容に関しては、細心の注意を払っていますが、転載利用など運用の際の責任は小紙では
負いかねます。自己責任のもとでご活用ください。

　

環
境
問
題
に
関
す
る
知
識
レ
ベ
ル

を
、
楽
し
み
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る

こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
出
題
範
囲
は
本
紙

前
号
（
23
号
）
の
掲
載
記
事
。
会
社

や
学
校
な
ど
で
下
記
の
設
問
を
使
っ

て
、
環
境
常
識
テ
ス
ト
を
実
施
す
る

の
も
い
い
。
転
載
大
歓
迎
。
環
境
知

識
の
向
上
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

環境問
題

常識テ
スト

答えはネットで
下記サイトに解答掲載！！
http://econews.jp/

2010 年の国際生物多様性年
に続き、2011 年も国連が定
めた環境関連の年となった。
その国際年は、次のうちどれ？

a
b
c
d

国際森林年

国際地球環境保全年

国際海洋年

国際宇宙環境保全年

Question
1

生物多様性条約第 10 回締約
国会議（COP10）で採択さ
れた国際的な取り決めの名称
は、次のうちどれ？

a
b
c
d

京都議定書

名古屋議定書

カルタヘナ議定書

モントリオール議定書

Question
2

持続可能な森林経営の推進
などを目的にした国連の機関
で、略称はUNFF。これを示
すのは、次のうちどれ？

a
b
c
d

世界保健機関

世界気象機関

国連森林フォーラム

国連環境計画

Question
3

正式名称は「特に水鳥の生息
地として国際的に重要な湿地
に関する条約」。これを示す
のは、次のうちどれ ?

a
b
c
d

生物多様性条約

気候変動枠組条約

ワシントン条約

ラムサール条約

Question
4

省エネの達人シール プレゼント
正解者の中から抽選で 100 名の方に、日本テクノ特製「省エネ
の達人シール」をプレゼントいたします。
ご希望の方はハガキに「クイズの答え」「住所」「氏名」「年齢」「取
り上げてほしい記事」「面白かった記事」「つまらなかった記事」
を明記のうえ、下記あて先までご郵送ください。
なお、発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。締
め切りは 2011 年 6 月 30 日（木）。当日消印まで有効。
※日本テクノ（株）の個人情報保護方針【http://www.n-techno.co.jp/privacy.html】

―――――――――― ＜あて先＞ ――――――――――

〒 163-0650 東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 50 階
日本テクノ株式会社「環境市場新聞プレゼント」係

●タテのカギ●
①  牛乳を英語で言うと？
②  アップルを日本語で言うと
○○ゴ。

③  日本テクノの提供するテレ
ビ番組「○○○○ネの達人」。

⑤ もう一度○○○直ししよう。
⑥  漢字で「豹」は○○ウと読む。
⑧ 今回のプレゼントは○○ル。

●ヨコのカギ●
①  ５月４日は○○○○日。
④  これを使って、髪をとかし
ましょう。

⑥  おかめと○○っとこ。
⑦  ひまわりは日本の○○○○
衛星。

⑨  春になると森の色は鮮やか
な○○○ンになるね。

　この時期は、新しい生活をスタートさせる方がたくさん。
おばあちゃんの家の前の道も、かわいらしい新小学１年生が
毎日並んで登校していますよ。近頃は、背負ったランドセル
がピンク色やみず色、みどり色などカラフルないろどりで見
ているだけでも楽しいわ。ところで、６年間使ったランドセ
ル、皆さんはその後どうしていますか。ランドセルって、と
ても丈夫にできているから捨ててしまうのはもったいないわ
よね。そこで最近ではお財布やベルトなんかにリメイクして
くれるお店があるみたい。海外に寄付して、もう一度外国の
子どもたちに使ってもらえることもできるんですって。
　思い出のたくさんつまったランドセル、生まれ変わって少
しでも長く活躍してくれたらうれしいわよね。

● 地元でとれた野菜を選んで、地産地
消を心掛けています。

● エアコンだけに頼らない快適空間をつ
くっています。

皆さんが取り組んでいる「おばあちゃんの知恵
袋」的な省エネ・省資源の知恵（ワザ？）を紹
介するコーナーです。皆さんの「こんなこと、
やっているよ」をどしどしお寄せください。楽し
みにお待ちしています！!

皆さんの「もったいない」に通じる省エネ・省資
源の取り組みをお寄せください。
おばあちゃんがやっていた何気ない習慣、裏ワザ
的なもの、思いつきでやってみたこと……。
環境保全につながる取り組みならどんな小さなこ
とでもＯＫです。
本紙のこのコーナーで紹介させていただいた素
敵な〝知恵〟のご提供者には記念品を進呈いた
します。ご応募は、日本テクノ「おばあちゃんの
知恵袋」係まで連絡先を明記のうえハガキにて
ご送付ください。または下記WEBサイトでも受
け付けています。

フリマで買ってきた
服の小さなシミや子
どもの穴の開いた
靴下には、アップリ
ケやフエルトを縫いつけて、かわい
く汚れ隠し＆補強をし、プチリフォ
ームでエコしています。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　（大阪府・花さん）
　　　　　　　　　　 　　　 　

今回は
こんな知恵を
提供して

いただきました！

おばあちゃんの知恵、大募集 !!

例えば

　 検 索日本テクノ　知恵袋

http://www.n-techno.co.jp/eco-idea/

前号
の
答え

answer

Ｑｕｅｓｔｉｏｎ1 …… c
生物多様性条約第10回締約国会議
Ｑｕｅｓｔｉｏｎ2 …… b
カルタヘナ議定書第5回締約国会議

Ｑｕｅｓｔｉｏｎ3 …… b
アジア太平洋経済協力

Ｑｕｅｓｔｉｏｎ4 …… a
エルニーニョ現象

情報通信の世界を発展させたい
──その情熱が成長の源泉

向けた先は、社会の利便性を向
上させ、環境保全への貢献にも
つながる分野だったんです。
　今後も、情報通信の世界を、
もっと大きな発展に導く存在に
なっていくつもりです。

　情報通信分野の発展は、少な
からず環境問題の解決につなが
っていきます。
　例えば、当社では営業スタ
ッフ全員が iPad を持っていま
す。かつてはユーザーを訪問す
る際、大きなカバンの中に数え
切れないほどの資料を入れ、持
参する必要がありました。それ
が今では１つの端末を持つだけ
で、大きなカバンにも詰め込
めないほどの有用な資料を、画
面を通じて提供することができ
る。いわゆるペーパーレスです。
　また、当社の新規ユーザーは
現在、約半数が弊社専門WEB
サイトを通じてお問い合せくだ
さったお客様です。見込みの有
無にかかわらず、手当たり次第
に行う営業活動と比べれば、環

境への負荷は格段に少ないこと
がわかるでしょう。
　私は 25 歳のとき、何の後ろ
盾もない状況で、この会社をゼ
ロから立ち上げました。おかげ
さまで現在では法人向けスマー
トフォン販売ではトップクラ
ス、従業員も約 500 名にまで達
しています。
　十数年でここまで成長できた
理由は、逆説的ですが多数の大
きな壁の存在です。それらを乗
り越えられたから今がある。若
いベンチャー企業ゆえにスムー
ズな融資が受けられなかった
り、人材募集でまったく人が集
まらなかったり、商材の供給先
から契約を解消され、売上が半
減したこともありました。
　しかし、それらさまざまなハ
ードルは乗り越えられた。目の
前に障害が現れたとき、逃げ出
さなかったのは、情報通信の世
界を発展させたいという情熱が
あったからです。私はもちろん、
スタッフ全員が熱い気持ちを持
っていた。そして、その情熱を

株式会社 ビジョン
http://www.vision-net.co.jp/

代表取締役社長

佐野 健一氏

さの けんいち
1969年、鹿児島県出身。1990年
に大手通信会社へ入社。代理店統括
事業部長など組織の中核を担う部署
の責任者を歴任するも起業を志し退
社。1995年、有限会社ビジョンを
設立し代表取締役に就任。翌年、株
式会社ビジョンに改組。

経営者の語る

マインドNo.21

かんきょう

活
性
化
し
た
職
場
の

教
育
環
境
が「
人
財
」を
つ
く
る

第二十四回

企業活性化教育研究所・長尾光雄事務所 長
なが

尾
お

 光
みつ

雄
お

因果倶時 いんがぐじ

【ダイジェスト版】

でんでんみと情
報

（2010年 12月25日発行
第45号より）

●でんでん水戸情報
水戸グループで飼わ
れている猫のでんで
んというキャラクター
が、飼い主たちの業
務活動や社会動向、
電気関連の豆知識な
どを猫の語り口で紹介
していく。

日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協 

水
戸
グ
ル
ー
プ
発
行 

情
報
誌

　

今
回
は
、
日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日

電
協
の
水
戸
グ
ル
ー
プ
発
行
『
で
ん
で

ん
・
み
と
情
報
』
第
45
号
掲
載
の
小
惑

星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
に
つ
い
て
。

親
方
が
読
書
中
で
も
、
で
ん
で
ん
の
安

眠
は
思
う
に
任
せ
ず
…
…
。

た
！　

…
…
な
に
な
に
、
普
通
の
ロ
ケ
ッ
ト
は
燃

料
を
燃
や
し
て
出
る
ガ
ス
を
噴
射
さ
せ
、
そ
れ
を

推
進
力
と
す
る
の
に
対
し
、
イ
オ
ン
エ
ン
ジ
ン
は

キ
セ
ノ
ン
と
い
う
物
質
に
電
子
レ
ン
ジ
で
使
わ
れ

て
い
る
マ
イ
ク
ロ
波
を
当
て
る
な
ど
し
て
イ
オ
ン

を
噴
射
さ
せ
推
進
力
に
す
る
。
キ
セ
ノ
ン
な
ら
こ

れ
ま
で
の
探
査
機
に
比
べ
10
分
の
１
の
重
量
で
済

む
…
…
は
や
ぶ
さ
で
試
み
ら
れ
た
技
術
の
ほ
と
ん

ど
は
〝
世
界
初
〞
の
挑
戦
だ
っ
た
の
だ
！
」

　

春
眠
暁
を
覚
え
ず
な
ど
と
人
間
様
の
の
た
ま
う

季
節
に
な
っ
た
。
暖
か
な
日
ざ
し
の
中
で
眠
り
に

身
を
ゆ
だ
ね
る
の
は
確
か
に
気
持
ち
よ
い
。だ
が
、

そ
れ
は
春
の
季
節
に
限
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。

吾
輩
に
と
っ
て
、
丸
ま
っ
て
目
を
閉
じ
て
い
る
と

き
の
気
持
ち
よ
さ
は
い
つ
の
季
節
で
も
変
わ
ら
ぬ

も
の
だ
。
春
を
名
指
し
で
睡
眠
の
時
期
と
う
た
う

人
間
た
ち
の
気
持
ち
は
知
れ
ぬ
。申
し
遅
れ
た
が
、

吾
輩
は
電
気
管
理
技
術
者
の
親
方
た
ち
に
飼
わ
れ

て
い
る
猫
の
〝
で
ん
で
ん
〞
で
あ
る
。

　

飼
い
主
の
親
方
た
ち
は
数
人
い
る
が
、
一
人
と

し
て
吾
輩
の
気
持
ち
を
悟
る
者
は
い
な
い
。
吾
輩

が
「
活
字
殿
」
と
呼
ん
で
い
る
読
書
好
き
の
親
方

も
そ
う
だ
。
活
字
殿
は
本
の
内
容
に
興
味
を
示
す

と
黙
読
が
で
き
な
く
な
る
。

　
「
す
ご
い
！　

地
球
か
ら
太
陽
ま
で
の
40
倍
も

あ
る
60
億
㌔
㍍
も
の
旅
を
し
て
き
た
ん
だ
!!
」

　

そ
の
か
ん
高
い
大
声
に
吾
輩
は
目
を
覚
ま
し
、

活
字
殿
が
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
に
関
す

る
書
物
を
食
い
入
る
よ
う
に
読
み
進
め
て
い
る
姿

を
目
に
し
た
。
も
う
吾
輩
の
安
眠
は
あ
き
ら
め
て

然
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
「
え
っ
！　

イ
オ
ン
エ
ン
ジ
ン
で
の
航
行
…
…

探
査
機
自
身
が
進
路
を
決
め
る
!!　

そ
れ
に
な
ん

と
、
は
や
ぶ
さ
か
ら
小
惑
星
に
落
と
し
た
目
印
の

玉
（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
マ
ー
カ
ー
）
は
、
社
員
わ
ず
か

数
人
の
町
工
場
の
技
術
が
な
け
れ
ば
で
き
な
か
っ

夢
と
希
望
を
与
え
た

60
億
㌔
㍍
の
宇
宙
の
旅

タ
テ
の
カ
ギ
、
ヨ
コ
の
カ
ギ
を
ヒ
ン
ト
に
、
マ
ス
を
埋
め
て

い
き
ま
す
。
グ
レ
ー
の
二
重
囲
み
マ
ス
に
入
る
５
つ
の
文
字

を
組
み
合
わ
せ
環
境
問
題
に
関
係
あ
る
言
葉
を
つ
く
り
ま

す
。
そ
の
言
葉
が
解
答
で
す
。
ヒ
ン
ト
は
、
苗
木
を
植
え

て
大
切
な
緑
を
い
つ
ま
で
も
…
…
。

（３）
　

人
が
一
人
で
成
長
す
る
の

は
難
し
い
。
人
間
は
環
境
の

動
物
だ
。
成
長
の
た
め
に
は

活
性
化
し
た
職
場
の
教
育
環

境
の
中
に
居
続
け
る
こ
と
が

大
事
だ
。
そ
の
環
境
が
人
間

の
成
長
を
促
進
す
る
の
だ
。

　

４
年
前
、
私
が
研
修
を
実

施
し
て
い
る
あ
る
企
業
に

鈴
木
勇
司
さ
ん
（
26
歳
）
は

入
社
し
た
。
社
員
の
評
価
に

は
「
高
い
」「
普
通
」「
低
い
」

の
３
種
類
が
あ
る
。
入
社
当

時
の
鈴
木
さ
ん
は
評
価
が
低

か
っ
た
の
だ
。
直
属
の
上

司
・
日
隈
亮
介
さ
ん
は
、
入

社
当
時
の
鈴
木
さ
ん
に
つ
い

て「
指
示
命
令
に
答
え
な
い
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
か
な
い
、

学
ぶ
心
が
な
い
、
素
直
さ
が

な
い
、
だ
か
ら
企
業
人
と
し

て
損
な
生
き
方
だ
」
と
振
り

返
る
。
日
隈
さ
ん
の
上
司
の

部
門
長
は
、
鈴
木
さ
ん
の
父

親
か
ら
入
社
早
々
に
「
母
親

を
早
く
亡
く
し
、
父
子
家
庭

で
育
て
た
た
め
教
育
が
で
き

て
い
ま
せ
ん
。
ど
う
か
厳
し

く
教
育
し
て
く
だ
さ
い
」
と

お
願
い
さ
れ
た
そ
う
だ
。

　

こ
の
企
業
は
教
育
熱
心
な

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
途

中
入
社
の
社
員
が
よ
く
「
学

校
み
た
い
な
会
社
だ
」
と
感

想
を
も
ら
す
ほ
ど
、
企
業
人

と
し
て
の
基
本
を
研
修
や
訓

練
で
社
員
に
し
っ
か
り
身
に

つ
け
さ
せ
る
の
だ
。

　

私
は
入
社
当
時
の
鈴
木
さ

ん
を
見
て
、
彼
は
こ
の
教
育

環
境
に
合
わ
ず
、
早
々
に
退

職
す
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

だ
が
、
鈴
木
さ
ん
は
辞
め
な

か
っ
た
。
自
分
を
成
長
さ
せ

た
い
気
持
ち
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
上
司
の
日
隈
さ
ん
は

言
う
。「
い
つ
の
頃
か
ら
か

素
直
に
な
り
本
気
に
な
っ
て

仕
事
に
取
り
組
み
、
そ
の
成

果
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
」。
入
社
３
年
目
に
は
全

営
業
マ
ン
の
中
で
新
規
の
売

上
で
２
番
目
の
数
字
を
あ
げ

翌
年
に
は
初
め
て
職
責
を
達

成
し
た
。
鈴
木
さ
ん
は
成
長

し
、評
価
は
変
わ
っ
た
。「
低

い
」か
ら「
高
い
」に
な
っ
た
。

　

私
は
鈴
木
さ
ん
に
成
長
を

も
た
ら
し
た
最
も
大
き
な
要

因
は
活
性
化
し
た
職
場
の
教

育
環
境
だ
と
考
え
て
い
る
。

事
実
、
こ
の
企
業
で
は
教

育
環
境
の
活
性
化
の
た
め

私
が
担
当
す
る
月
１
回
の

研
修
を
導
入
し
て
い
る
。

　

因い
ん

果が

倶ぐ

時じ

│
│
原
因
と

結
果
は
、
何
事
に
よ
ら
ず
必

ず
一
致
す
る
の
だ
。
こ
の
事

例
で
い
え
ば
、
活
性
化
し
た

職
場
の
教
育
環
境
が
、
鈴
木

さ
ん
を
「
人
財
」
に
し
た
の

だ
。

　

も
う
し
ば
ら
く
す
る

と
活
字
殿
は
、
書
物
の

一
字
一
句
を
か
ん
高
い

大
声
で
朗
読
し
て
い
く

だ
ろ
う
。
そ
れ
が
彼
に

と
っ
て
の
黙
読
な
の

だ
。
飼
い
主
の
親
方
た

ち
に
は
春
眠
暁
を
覚
え

ず
の
境
地
は
訪
れ
な
い

よ
う
で
あ
る
。
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